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巻頭言

ｉｉｉ蕊変革期を迎えた都市環境エネルギー協会

ネl:m法人櫛lITl丁環境エネルギー協会ＭＵ理１１便

來京ガス株式会社代衣取締役］【副ﾈ|:長執行役貝

エネルギーソリューション本部長

村木茂

リーマンショックに端を発したllWiL);｛気の大W1iな後退からli11復鵬調にあるとは言うものの、ギリシヤ、ポル

トガルさらにはスペイン維済の不安定化のiU｢能性など、１１t界経済は予断をiii:さない状況である。

我がＩＲＩにおいては、経済のみならず、政論、外交､iでも不安定な状況のなか、地球温暖化対策や税iliﾘ、公共

'１‘業、１MＭ:、教育など繰越が１１１航しておI)、本ｲ|:は１１本の将来を,ljううえで正念場の１年と了irえる。地球ilA暖

化対簸の[五1際的枠組みにllUして新たな介意形成が離しいなか、’11ﾐｲI212jjのCOPl6では日本の強い働きかけに

よ')防可都縦走01;lii純延農は回避されたが、いよいよ喫緊の諜迦として|Ⅱ:界が収I)組まなければならないところ

に来ている。

ihil暖化対簸にilUして、｜K|土交通fTはliljIIT分野において、「エコタウンのｲlli進」としてエネルギーの､i的利用

や秤化､l能エネルギーのjW(入を打ち出している。また、Ｈ１:年６月に闇i識決定ざｵLた新成災戦略の「環境未来都

''7」職想では、lIl界｢'１で環境都IITづくI)への収I)組みが始まっているｌＩｊ、１１本の環境技術をiiIiかし、環境に適

合したエネルギー・都市雑盤と情報を統合した糀斬的な＃１１市・地域づくI〕において、１１t界トップクラスの環境

光進梛Iljを刺0没し、それを国際腱Ｍ１にも活かして行く櫛､1が打ち１１１されている。また一力では、Iiili後の経済成

長に伴うliljlljの災積化に合わせて艘備された郁Ilj塞盤も1111:紀を経て、近ｲ'１再終備の時101を迎えておI)、次世

代に対応して低炭紫化をⅡ指したjlL盤榔整(iliも求められている。

こうした流れを受けて、、!jIMI会も、１１１:年から「低炭素まちづくI)」を進めるために、シンポジウムや都''７環

境エネルギーまちづくI)↑I1i報交換会、新しいサイトの撒築による↑I1i報提供などを次々と尖行し、Ni極的なrl治

体へのアプローチを進めてきている。祁市環境エネルギー協会としては、これまでllII〕組んできた都IIj基盤繁

Mliと環境・エネルギー分野でのノウハウを１冊かし、’'１治体・企業・学会のH1互逃携を通じて、新たな社会的要

満に応えていくii1i動を推進していく必奨があI)、こうした活1,1を腱開することによ')、’１１協会の役割が更に皿

要になっていくものと考えている。

本年、当協会は一般社剛法人への移行を進めるなか、さらなる発展をすべ〈、獄極的なﾖl雛の鵬開や財政基

盤の強化、会員との巡携の拡大など、組織の変iY〔を進めているところである。会月の皆様のごFM解とご支援に

よ')、一般ﾈl:団法人への移行を平成23ｲﾄﾞ度''１に光「させ、新たな体制のもと、本協会はこれからの低炭素社会

形成に大きな役11Mを果たしていかなければならない．
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特集

環境に配慮した地方都市・地域の再生
一時代の変化に対応した｢再生シナリオ｣の追求_

内閣官房地域活性化統合事務局参事官高村義晴

オ」は、たとえば都市開発についていえば、魅力あ

る空間を築くことに着目し、後は需要増を予定調和

的に期待するものであった。が、このようなシナリ

オそのものが、地方ではリアリテイを失いつつあ

る。

都市空間・機能についていえば、中心市街地な

ど、都市の主要地区が魅力を飛散きせ陳腐化する。

持続して都市の活力を維持するための機能更新や地

区の再編が進まず、このままでは急速に都市の主要

地区の荒廃を招いていくことも危慎される。都市の

再開発にしても、これまで需要増を前提に事業手法

が組まれており、需要が不足する場合には、現在の

手法では対応に窮する。

都市のコンパクト化など、「都市の賢い縮退」も

論議されはするが、果敢な手が打たれず、郊外型の

住宅団地などでは、空地や空き家が蚕食的に増え

る。少子高齢化等の動きのなかで、都市の郊外の住

宅市街地全体に広がっていくことも危慎される。さ

らには実質的な生活圏が拡大するにもかかわらず、

内向きの気分に傾き、都市と周辺の農山村との関係

を築ききれず、、局所最適全体不適．の状況に陥る。

都市とその周辺との関係はますます希薄化している

ように見えてならない。

地方経済に目を転じれば、地域で必要ならのが地

域で供給できないなど、地域経済が循環できず、世

界経済あるいは国内経済の変動に左右されやすい構

造となっている。これまで地域経済を支えていた公

共事業が大きく減少し、従来の企業誘致にも効果に

陰りが見え始めるなど、地域経済を活性化する方策

が見出しきれていない。このようななかで、地方都

市においては雇用の場が大きく縮小する。このこと

には、地方の生活様式が、地域の文化性や個性を霧

大都市が都市の魅力や国際競争力を競うなか、地

方の都市や地域はと、残され、うつむき加減に映

る。時代の変化に戸惑い問題を山積させる。けれ

どそのようななかからも、その再生を目指して独自

の胎動が見られ始める。そこには、明らかに「環

境」との関わりを強く意識するものが少なくない。

ここでは「環境」というものを自然・生態系に加

え、この国やその土地の自然観や文化、自然に対す

る作法や眼差しなどを含んで捉えたい。

現在のところ、新たな胎動は大別すれば、－つに

は「環境技術を先行的に地域に導入することで新し

い都市や地域イメージ等を倉U出」二つめは「新た

なライフスタイルのブランド化｣、そして三つめが

｢新たな正循環の仕組みづくり」となろう。－つめ

は時代の変化を先取りすることで、他所に先駆けて

優位性をつくり出そうとする未来志向型の「再生シ

ナリオ」を描く。これに対し、後二者はやや様相を

異にする。ここでは、後二者を取り上げ、私見をも

とに、都市や地域と環境との新たな関わりにもとづ

く「新たな再生シナリオ」のヒントを探りだす。

１．地方の現状と「新たな再生シナリオ」に対する

要請

現在、地方都市の多くは、「都市空間・機能」「地

域経済」「地域社会｣、それぞれに深刻な問題を抱え

る。これらが相まって地方都市の停滞や衰退に歯止

めがかからず、一向に展望が見えてこない、との声

は根強い。

しかも残念ながら行政の縦割りがつづき、これら

の諸分野を有機的に連携させ、地域全体を向上させ

るシナリオが内包されず、個別分野ごとのバラバラ

の対応にとどまる。かつてあった「再生のシナリ

４都市環境エネルギー第98号



しつ

疾のようにして忌み嫌い排除していく。ローカノレで

あることを解体しながら、特殊であることを許さ

ず、普遍的な世界をつくりだすことでもあった。

このような近代化の理論は、いまもってこの国に

抜きがたく存在する。近代から現代にかけての気分

をいまなお引き摺る。どこかに汎用性のある素晴ら

しい成功モデルができれば、後の地域は、それを
まね

いっせいに真似ていくことが、地域発展のたしかな

道筋である、と考える。

しかしそれぞれの地域には、個々に特徴のある自

然・生態系があり、それにもっともふさわしい形で

世代から世代に受け継がれたそれぞれの文化があ

る。その文化に深く根ざして、そしてその住民の必

要に応じて外のものでもいいものがあればとり入れ

て、地域の創意工夫によってそれぞれの発展の道筋

をつくり出していく。地域固有の資源を基礎にし

て、それぞれの地域の固有伝統、文化にもとづきつ

つ、地域住民の主導により進めていく。それぞれの

地域で、めいめいに違う経路の発展があってもい

い。あくまでもローカルな思想に立脚する。□－カ

ルな思想とは土地、土地ごとに自然との関わりを大

事にしながら、自分たちが住み暮らし、連綿と地域

が生き長らえていくなかで、築いた知恵であり、美

意識、精神である。普遍的な近代が築きあげた価値

観を絶対視しないのである。

外発的な力を'侍みとする外発的発展論から、内発

的発展なり成長を志向していくとき、地方の再生に

は次のような成分や要素をもつシナリオが望まれて

くる。言葉を換えれば、そこには循環型社会、環境

負荷の少ない生活様式、自然や生態系の保全などの

考え方が脈打つ。

－地域の自然・生態系、地域の資源・強み、知

恵、文化・美意識等を総動員し、創意工夫や創造

性により、地域の潜在可能性を大きく花開かせる

もの。

二地域の多様な主体の参画の下に、地域を巻き込

んでの地域総出の取組みが見込めるもの。

三「都市空間・機能」「地域経済」「地域社会」等

の間を結び付け、好循環をもたらし、これら全体

を向上させる文脈をもつこと。

四地域の信頼や絆、新たな精神的な豊かさを提案

消させ、欧米型に画一化し、それを支えていた手仕

事や生業が失われてきていることも色濃い影を落と

す。その土地の自然に対する作法や美意識の喪失も

加担する。

地域社会にも目を向けなければならない。地方都

市の新たな再生において問題となるのは、経済再生

だけではない。地域の共助の衰弱に伴い、地域社会

の維持や個々人の暮らしそのものにも影響が及ぶ。

時代の風潮等から、自由や個人主義が過度に重視さ

れ、地域から信頼や絆が失われ、共同体意識やコ

ミュニティ機能が弱体化する。共同社会の変質は、

住民相互の助け合い、協働の取組みなどにも微妙な

影響を及ぼし、高齢者世帯や高齢単身世帯の増大の

なかで、社会的コストを増大させる傾向にある。

このような現下の地方における諸問題は、これま

での右肩上がりの社会のなかで築かれてきた思想や

制度・方法論等から抜け出せずに不調現象に陥っ

ていることに主たる原因があるように思えてならな

い。このことに真正面から対崎する必要がある。

まずは時代の変化に対応した新たな秩序（都市づ

くり思想、知識体系、制度や手法等）を構築する必

要がある。このことを暖昧にして、対処療法に終始
ひほう

してし1ても、抜本的解決にはならない。弥縫策でと

り繕っていては、手遅れにもなりかねない。地方都

市の新たな再生に当たっては、従来のように「都市

空間・機能」「地域経済」「地域社会」の各問題に対

し、個別に対応するのではなく、－体的に関連させ

つつ解決を目指す「再生シナリオ」と「方法論」が

求められる。

これまでの地域の振興や再生のシナリオは、やや

もすると「近代化理論（外発的発展）の図式」を引

き摺っていた。この国の社会のなかから生まれたお

手本をもって発展の道筋を決め、発展の方向を決め

ていく。それにつづく他の社会は、このような輝か
むら

しいお手本|こ倣った道を歩む。やがてすべてはお手

本と同じような社会が実現することになる。輝かし
よ

い先進的な成果を、後発組に広げることをもって善

しとする「外発的発展論」である。それは、要する

に近代が生み出した方式であった。合理性、科学技

術、市場経済開発、自由などの価値観として普遍を
こ

辛卜とする。土地に根づく「ローカルな思想」を瘤

都市瑠境エネルギー第98号５



するもの。

五自然環境や生態系との－体性

六地域で生み出される付加価値が、あらゆる段階

で地域に帰属し、その果実が地域にもたらされる

循環型の地域経済（地域経済の循環性）

七地域住民や地域の連携と人間的な成長

【地域や都市ブランドの種類】

一時期、都市ブランドや地域ブランドということ

が盛んにいわれた。その想いは、都市の魅力あるイ

メージをブランドというものに昇華させ、競争力を

持ちたいとすることにあった。地域に誇りや精神的

な価値だけでなく、安定した雇用や需要をつくりだ

す効能にも惹かれる。そのようなブランドには、大

まかにいって次のようなものが考えられる。そして

｢ライフスタイルのブランド化」とは、この三つめ

に属する。

－地場の産業や特産品など「その地で生み出され

るものの魅力」に関するもの。

二観光資源、もてなし、土地柄などの集客や観光

の魅力となる、「その地の魅力」に関するもの。

三そこでの人の心の在りよう、暮らし方、美意

識・作法など、「その地での暮らしの魅力」に関

するもの。

しかしこれらは、完全に独立したものではなく、

－つのブランド化への取組みが他要素のブランドの

取組みの契機や端緒となったり、他要素（ブラン

ド）にも好影響を与えたりする。なかでも、第三の

暮らしのブランド化は、特定の事業者や関係者を越

えて展開されるため、地域住民の誇りとなり満足を

充足させ、広く地域の住民の意識を結集できるとの

可能性を秘める。その意味で、第一や第二の引き金

ともなりうる。

２．「ライフスタイルのブランド化」

科学技術は徹底して合理性を追求し普遍性をも

つ。それゆえその恩恵は、各地に容易に伝播してい

く。これに対し、文化ははなはだ非合理的である。

たとえばお正月に着物を着る。活動性からすれば、

洋服のほうが現代人には着なれているし、着付けな

ども要らない。合理性からいえば、説明しにくい。

けれどそれを着なければ、なんとなく年が改まらな

い。それを着ることで、－年の始まりを厳粛に迎え

ることができる。日本人のなかにはそういう心持の

人も少なくないはず、これが文化である。文化とは

合理性を有さないために、その圏域や地域を越えて

は広がりにくい。けれどそれに参画する人にとって

は、心地よさと美意識を感じさせ、温もりの皮膜で

包み込んでくれる。

他方、環境技術は科学技術の－分野であり、文化

というより文明に属し、合理性をもつ。同じような

条件のところには、たやすく伝播する。環境技術だ

けの環境都市では、資本主義経済、市場経済のなか

では、容易に真似られる。それだけではない。機能

集積や経済力に優れるところでは、さらに高水準の

ものがつくられ、追い越されていく。

とすれば個性花開く地域づくり、まちづくりとし

て定着させるには、その土地の生活文化等と環境技

術が融合する必要がある。環境技術を文化が追いか

けるということは、あまり考えにくい。文化を環境

技術が追いかけていくほうがよいのかもしれない。

この国やその土地の心が息づく環境都市であって欲

しい。技術むき出しの、無味乾燥な都市ではいけな

い。そこに.ライフスタイルのブランド化．という

｢再生シナリオ」が浮かび上がってくる。

【ライフスタイルとは】

ライフスタイルとは、人の生活態度、生活様式の

ことである。その人の人生観、価値観、アイデン

ティティを反映した生き方である。生きるという以

上、そこには社会的な環境、個人の性格も少なから

ず影響してくる。そのようなライフスタイルは、心

の内面に存するが、「人の営み｣、すなわち生活行動

となって現れる。着目したいのは、それは通常、そ

れを支える手仕事や生業、小さな産業を随伴させ、

雇用や地域の暮らしをつくり出す点である。

そうしてここでは、「ライフスタイルのブランド

化」を地域づくり・都市づくりの観点から取り組む

ため、次のような要件を追加する。

－地域文化生活文化となりえ、そのスタイルを
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とることで、地域とのつながり、人のつながりを

感じさせてくれること。（地域のつながり.文化

への展開性）

二共通したひと括りの行動パターンとして識別で

き表現できること（識別性・表現性）

三地域に賛同の輪が広がりうるものであること。

（伝播性）

四他所の人が、それにふれたとき、魅力なり関心

をもつものであること。（他者への魅力性）

聞かない。

けれどかつて地域には、地の美味しいもの、季節

の楽しみ方、生活の楽しみ方、その土地ならではの

生業、まつりや催し、風習、美意識や地域文化、地

域間のつながりに溢れていた。それがその土地の誇

りを築き、暮らしや食を始めとした諸々の生活文化

をつくっていた。その土地ならではの密かな楽しみ

方があった。それが、地域、地域において、固有の

価値観に裏打ちされたライフスタイルを実現させて

いた。しかしいまや、それが失われ、どこでも同じ

ようなライフスタイルとなる。それをもう一度、現

代に解釈し甦らせるのである。それは、そこに住み

暮らす人たちの、心の片隅にしっかと受け継がれて

いるはずである。

たとえば「土地の美味しいもの、旬のものにこ

だわる地産地消の暮らし」「花や緑に包まれた暮ら

し」「木の温もりに包まれた暮らし」「古くからの土

地の遊び・文化にこだわる暮らし」「三世代の暮ら

し」「多自然・環境共生型の暮らし」「町家の暮ら

し」「健康長寿の暮らし」「ペットとともに暮らす暮

らし」「地域全体が大家族のように暮らす暮らし」

｢地元芸術家との連携によるアートのある暮らし｣。

そういったライフスタイルに関して、「地域名十ス

タイル」があって欲しい。

外観ではなく、内面にこだわる。そこに本当の誇

りが生まれる。土地に対する愛着が築かれ、地域の

信頼や絆が深まる。それはやがて地域文化となって

いく。これからの地域の生き方、暮らし方の答えを

見出すキーワードが「ライフスタイルのブランド

化」でもあって欲しい。それは地域振興の戦略だけ

ではなく、地域の美意識、誇り、地域文化ともな

る。そしてそれを環境技術が優しくさり気なく支え

ていくのである。もはや人の内面や地域性に踏み込

まず、小手先や上辺だけで、再生を論じていても、

空回りするだけである。

【ライフスタイルのブランド化によるアプローチの

効果】

地域が、「ライフスタイルのブランド化」という

ことに目覚めるとき、地域経営という発想も湧きや

すくなる。

－地域の潜在可能性に気づく契機となる。

ニライフスタイルを洗練化することで、新たな地

場の商品や手仕事が生まれる。

三住民のなかに誇りと、共有することでの絆が生

まれる。

四暮らしや生活に関連するため、比較的誰でも議

論に参画しやすく、地域づくりに関して、広く関

係者や住民を巻き込んでの知恵や力の結集が図ら

れやすい。

五大都市などの都市集績、豊富な資源に富んでな

くても、対応ができる。

地域が、経済合理,性に隷従せず、地域のライフス

タイル、土地のスタイルを追求する。そこに地域の

高々とした誇りをもち、地域に包まれ、安寧感とや

すらぎ、温もり、愛着を感じ、地域の絆のなかで暮

らしていく。そのようなライフスタイルは、衣食

住、そして趣味・娯楽に、地域での需要を発生さ

せ、新たな手仕事や生業をつくりだし、地域で経済

が循環していく。それは世界経済や国内経済の変動

に左右されない、強い地域経済をつくることでもあ

る。地域の信頼や絆、ソーシャル・キャピタルを増

強していくことでもある。

ものについては、すでに地域団体商標制度が導

入され、松坂牛など、「地域名十商品名」が数多く

試みられる。けれど残念ながら、暮らしに関して、

「地域名十スタイル」といったようことは、あまり

ａ新たな正循環のための仕組みづくり

科学的手法とは、複雑な物事をより単純な要素や

部分に分けて考える。要素還元主義や分析主義と呼

ばれるものだ。この方法は、複雑な問題に向き合う

場合には多用されてきた。たとえば複雑な問題を各
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論、たとえば所管分野に分け、それぞれの各論での

整理結果を総合的に積み上げる。それぞれに問題を

解釈し、解決策を見出し、それらを－体的に実施す

る。このような総合という発想は、これまで右肩上

がりの社会では一定の成果を収めてきた。けれど右

肩下がりの社会では、そこに負の連鎖が働きやす

く、各要素がさらに複雑に絡み合ってくる。大胆に

手を打つ施策を打ち出そうにも、手元不如意に陥る

地域や行政でできることには限界がある。

となれば、いよいよ、従来の積み上げによる総合

的発想ではなく、問題そのものの構造を明らかに

し、各要素間の関わりを解き明かす。そうして、各

要素間に正の循環が生じ、全体が好転していくよう

な仕組みを考案し、それをつくり上げていく方法論

が要る。全体からの発想であり、「正循環の仕組み

づくり」である。

ある社会性志向の民間企業が、森林酪農というこ

とをいいだし、実践し始める。舞台は森林であり、

主役は牛である。これまでの二十世紀の工業モデル

では、あくまでも人間がすべての中心にいる。そし

て人間が単線的にしかも一方的に有用と認めるも

のを引き出そうとする。森林からは材木であり、牛

からは牛乳である。そこには規模の経済が働き、自

然は持続可能とはならず、荒廃していく。

そうではなく、森林を中心に置く。そして森林を

中心に、牛や人間、田畑との間で豊かな関係性を築

き、循環的な持続的関係を維持していく。森林に放

たれた牛は、山のうっそうと茂る下草を食べる。倒

木などを蹄でならし人が入りやすい森に還す。そう

すれば、そこに観光や教育など、新たな関係性も見

えてくる。

ひとつの価値観だけで考えるのではなく、薄く広

くとらえるなら、森林は山菜、蜂や小動物など、い

ろいろな実りを与えてくれる。

一方的に人間が搾取するのではなく、そこに持続

可能な循環をつくり出す。そして多元的な価値を引

き出しながら、人間もその循環のなかに入り、壊れ

ないようにしていく。当然、－社の企業が利潤を求

めてとなれば、難しい。このような事業なり営みに

共感する会員を募り、会員がこのような取組みを支

えていく。そして会員は、その森の恵みを共有し、

この地を訪れ自然のなかでの人の生き方について、

何かを学ぶ。

御嶽山ろくに広がる開田高原は、自然環境に恵ま

れ、農業・畜産業が営まれる。白菜やそばも有名で

ある。でも近年は高齢化が進み、農業の出荷額も減

少しつづける。しかし、農業・畜産業だけをとら

え、その世界だけで何とかしようとしても、糸口は

見つけづらい。どうするか。ここからが知恵の見せ

所である。基本的な戦略は、農業・畜産業と他の分

野を結びつけ、付加価値をどうつくりだし、それを

起爆剤に地域を活性化させるがにある。

着目する分野は、新たな特産品の開発であり観光

である。もう一つは循環や有機をテーマとする地域

ブランドである。地もとの農産品に－手間くわえ、

新たな加工特産品をつくるということはよくやられ

る。開田高原ではスイートコーンを原料としたスー

プやゴーフレットなどが開発される。

観光としては、冬季を含めて体験型観光のメ

ニューをつくり出す。地産の食品もつくりだし、観

光の魅力にする。ここまでは、そんなに珍しくはな

い。

開田高原では、これに新しい地域のブランドをイ

メージする。それが有機構想であり循環型の農畜業

である。畜産の家畜排泄物、間伐材、雑草等を活用

し、バイオマスプラントで、肥料にする。それをつ

かって、畜産、農業を行い、人の体にも地球にも優

しい、先進的な地域イメージをつくりだす。それに

より、農業、畜産、さらには観光、特産品全体に好

影響の循環をつくり出す。

もはや農業や畜産業振興の－点を見つめ抜いて

も、答えは浮かんでこない。それだけでは地域の雇

用を確保することも、新たな付加価値をつくりだす

にも限界がある。地域経営という高みにまで、視点

を上げ、そこから改めて農業や畜産業を位置付けな

おすことであろう。そのためにも、異分野間や地域

間の結びつけは効果的なのである。それは大きな循

環のシステムである。

４．おわりに

地方が一様にうつむくなか、時代の変化、すなわ

ち右肩下がりの時代における「新しい再生シナリオ

８都市環境エネルギー第98号



メージがなかったとは考えにくい。

自然に対する見方も欧米と日本人とでは相違す

る。日本人は自然を、怖いものだが同時に人々を優

しく包んでくれる、生きる恵みを与えるものとして

感謝、敬愛し自然に従いながら生きてきた。季節の

移り変わりのなかに、自然の大きな循環をみてき

た。所作における「粋｣、他者をもたらす「優」の

心、繊細な「匠」の技や精神など、古来より伝わる

日本人ならではの感性、美意識、精神など、いわば

｢日本らしい品位」もそのなかで育まれてきた。

これらは、曰本発の現代的な大衆文化として世

界で高く評価されているアニメ、漫画、ゲーム、

J-POP、映画、美術、文学などにも劣らない。そ

のようなこの国固有の考え方や自然観、美意識、精

神を、地方の再生に生かすことができたならば、環

境技術などとも相まって、世界からもさらに高く評

(ビジョン)」と方法論が求められる。実践を通して

の「新たな知の創造」も必要とされる。そしてその

ヒントは、この国や地域の土地に溶け込み、先人た

ちから受け継いできたもののなかにあるような気が

してならない.自然に対する向き合い方、自然の知

恵、そしてそのようななかで育まれてきた美意識な

り作法である.それは広義に「環境」といってよい

のかもしれない。

日本の大和言葉には、もともとネーチュアという
●●

意味での自然という言葉はなかった。漢字の自然と

いう言葉はあったが、「じれん」と読み「自ずから

然Ｄ」という意味であった。自然にあるがままにと
●●

いうことであろう。いま一般に使われている自然

という言葉は比較的新しい。最初に登場するのは、

一七九六年、稲村三伯という江戸の蘭学者がつくっ
●●

た蘭和辞典に、「natuu｢Ｌｌを訳して自然という言葉

が出てくるという。それでも、古来、自然に包まれ

て生活していた曰本人に自然なるものの感覚やイ

価される、と信じたい。
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特集

バイオマス活用推進蟇本計画の推進

山下裕樹農林水産省大臣官房環境バイオマス政策課

２２バイオマス・ニツポン総合戦略の総括

関係７府省（内閣府、総務省、文部科学省、農林

水産省、経済産業省、国土交通省、環境省）の副大

臣叉は大臣政務官で構成する「バイオマス活用推進

会議」においては、バイオマス活用推進基本計画の

検討を行うに当たり、バイオマス・ニッポン総合

戦略（２００２年１２月閣議決定、２００６年３月改定。

以下「総合戦略」という｡）に基づいてこれまで実

施されてきた施策の課題を十分に踏まえた上で、総

合戦略を発展的に解消し、基本計画において今後取

り組むべき施策の基本的な方向性を明らかにする必

要性が強く指摘された。

総合戦略は、バイオマスを総合的に最大限活用

し、持続可能な社会「バイオマス・ニッポン」の姿

及びその進展シナリオを示したものであり、２０１０

年度を目途とする具体的な目標を設定した上で、

その実現に向けた取組が、国、地方公共団体及び

バイオマス供給・利用者等において進められてき

た。その結果として、総合戦略において設定された

｢２０１０年までに300地区においてバイオマスタウ

ンを構築する」との目標に対して、２０１０年１１月

末現在で２８６地区においてバイオマスタウン構想

が策定されるなど、バイオマスの活用に向けた取組

が一定程度、進みつつある状況にある。

しかしながら、－万で各地域における実際の取組

を見ると、バイオマスタウン構想を策定したものの

地域における取組が全く進捗していない地域や、バ

イオマスタウン構想に位置付けたバイオマスの利用

率や経済性の面での目標を十分に達成できていない

地域が多く存在する等の課題が存在している。これ

は、総合戦略におけるバイオマスタウン構想につい

て、地域の主体性が重視されてきたため、国はその

１．はじめに

持続的で再生可能な資源であるバイオマスの活用

は、地域温暖化の防止や循環型ﾈ+会の形成に大きく

貢献するものである。また、バイオマスをエネルギ

ー源や製品の原料として利用する環境調和型産業の

育成は、我が国の経済成長及び雇用機会の創出と、

世界のＣＯ２削減を両立させ、「環境・エネルギー大

国」の実現に貢献するものである。さらに農山漁

村に豊富に存在するバイオマスの活用は、地域の１

次産業としての農林漁業とこれに関連する２次・３

次産業に係る事業を融合させることによって、地域

ビジネスの展開と新たな業態の創出を促す「農山漁

村の6次産業化」の重要な取組の－つであり、農山

漁村に新たな付加価値を創出し、雇用と所得を確保

することが期待されている。

ａバイオマス活用推進基本計画

２１基本計画策定の背景と経緯

バイオマス活用推進基本計画は、２００９年９月に

施行されたバイオマス活用推進基本法（平成２１年

法律第５２号。以下「基本法」という｡）に基づき、

バイオマスの活用の推進に関する施策の基本となる

事項を定めたものである。基本法においては、バイ

オマスの総合的、一体的、効果的な活用を図る観点

から関係行政機関で構成する「バイオマス活用推

進会議」及び、バイオマスの活用に関し専門的知識

を有するものによって構成する「バイオマス活用推

進専門家会議」を設置することが規定されており、

バイオマス活用推進基本計画は、これらの会議にお

ける数度にわたる検討を経て、２０１０年１２月に閣

議決定されたものである。
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す、市町村計画が実効性のあるものとなるよう、取

組効果の効果的な把握手法の開発、取組効果の客観

的な検証、課題を解決するための技術情報の提供等

の取組を推進することとしている。なお、既にバイ

オマスタウン構想を策定している市町村について

は、バイオマスタウン構想の進捗状況及び取組の効

果等を踏まえつつ、必要に応じて、取組効果の客観

的検証に関する事項を追加するなどの見直しを行っ

た上で、市町村計画に移行するよう努めることとし

ている。

最後に、「新たな産業創出」を実現する観点から、

バイオマス新産業の規模に関する目標を設定してい

る。農山漁村に豊富に存在するバイオマスを活用す

る環境調和型産業の育成によって、艘山漁村に新た

な付加価値を創出し、雇用と所得を確保すること

が期待されており、「食料・農業・農村基本計画」

(２０１０年３月閣議決定）においても、農林水産業・

農山漁村に関連する資源を活用した産業を新たな成

長産業とすることを目指すとされている。基本計画

においてはこのことを踏まえ、技術開発の進展によ

って、バイオマスに由来する新たな機能性素材やバ

イオ燃料等、バイオマスを活用した新たなエネル

ギーや製品の産業化が進展することを前提として、

２０２０年に新たに約５０００億円の市場を創出する

ことを目標としている。

策定数を把握するにとどまり、地域の参考となるモ

デルの提示やバイオマスタウン構想を効果的に実現

するための取組が必ずしも十分になされていなかっ

たこと等によるものと考えられる。

２３基本計画が目指すもの

（イオマス活用推進基本計画は、総合戦略の反省

を踏まえつつ、実効Ｉ性あるバイオマスの活用を促進

する観点から策定したものである。バイオマス活用

推進基本計画においては、将来に実現すべき、バイ

オマスの活用が進んだ社会の姿（２０５０年を目途）

を提示した上で､｢環境負荷の少ない持続的な社会｣、

｢農林漁業・農山漁村の活性化｣、「バイオマス利用

を軸とした新しいライフスタイル｣、「新たな産業創

出」の４つの将来像を実現する観点から、２０２０年

において達成されるべき数値目標を設定している。

まず、「環境負荷の少ない持続的な社会」を実現

する観点から、バイオマスの利用拡大に関する目

標を設定している。具体的には、現在、年間800

万トンが発生している一方で、そのほとんどが未

利用となっている林地残材について、２０２０年に

約３０％以上が利用されることを目指すなど、バイ

オマスの種類ごとに全国平均の利用率目標等を設定

し、それぞれの種類特性に応じた高度利用を推進す

ること等により、2020年に炭素量換算で年間約

2600万トンのバイオマスを利用することを目標

としている。

次に、「農林漁業・農山漁村の活'性化」及び「バ

イオマス利用を軸にした新しいライフスタイル」を

実現する観点から、市町村によるバイオマス活用推

進計画の策定に関する目標を設定している。具体

的には、２０２０年に600市町村（全市町村数の３

分の１に相当）において、基本法に基づく市町村バ

イオマス活用推進計画（以下、「市町村計画」とい

う｡）が策定されることを目標としている。その際、

先述したように、総合戦略に墓づきバイオマスタウ

ン構想を策定した市町村の中には、構想に位置付け

られた取組が必ずしも十分に進捗せず、構想を策定

するだけにとどまった市町村が少なからず存在した

こと等を踏まえ、バイオマス活用推進基本計画にお

いては、市町村計画の進捗状況を把握するのみなら

２４基本計画に定める政府が講すべき施策

これらの目標を達成するため、バイオマス活用推

進基本計画においては、政府が総合的かつ効果的に

論ずべき施策を示している。

バイオマスを持続的に活用していくためには、バ

イオマスの生産、収集、流通、利用等の段階が有機

的に連携し、事業的に成立しうる利用体系を構築す

ることが重要である。このため、各段階に係る個別

要素技術開発の一層の推進と併せて、バイオマス生

産の基盤となる農林漁業生産基盤の整備、林地残材

等の末利用バイオマスの高度利用を可能とする効率

的かつ一体的な生産・流通・加工体系の構築、バイ

オマスを原材料とする高付加価値芯機能性素材の開

発、再生可能エネルギー等としてのバイオマスの導

入拡大等を推進していくこととしている。また、（
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イオマスはその種類ごとに性状、存在する場所、流

通形態及び利用可能な用途等が異なっていることを

踏まえ、それぞれの特性に応じて、バイオマスの高

度利用を推進することとしている。

いくための中長期的な視点としては、まず、中期的

に解決すべき技術的課題として、バイオマスの更な

る有効活用を図るための革新的な技術の開発によっ

て、高付加価値化や低コスト化に取り組む必要があ

り、低炭素社会の実現に向けた長期的に取り組むべ

き技術開発の方向性としては、我が国の国土条件に

適応した新たなバイオマス資源の創出とその利用体

系の構築や、バイオマス全体を余すところなく、物

質やエネルギーとして利用する「バイオマス・リフ

ァイナリー」の構築等が重要である。

２５基本計画に定めるバイオマス活用に関する

技術

バイオマス利用については、技術的にも社会的に

も未成熟な部分があり、研究開発についても将来の

不確実性が大きいものも少なくないが、産官学が適

切な役割分担の下、計画的に技術的課題の解決に取

り組む必要がある。

廃棄物系バイオマスについては、相当程度利用が

進みつつあるものが存在する－万で、利用方法に更

なる改善の余地があるものも存在するため、技術開

発を推進し、変換コストの低減やカスケード利用を

推進していくこととしている。－万、林地残材とい

った末利用バイオマスについては、廃棄物系バイオ

マスと比較して広く薄く存在し、収集・運搬にコス

トを要すること等からその利用が進んでいない状況

にあるため、効率的な変換技術の開発と併せて、効

率的な収集・運搬・利用体系の確立を重点的に推進

していくこととしている。

また、安定的かつ効率的にバイオマスを利用して

３．都道府県バイオマス活用推進計画及び市町村バ

イオマス活用推進計画

バイオマスは広く薄く存在する上、水分含鑓が

多い、かさばる、保存性が低い等の特性を持つた

め、バイオマスの活用を促進するためには、これ

らの特性を踏まえ、地域においてバイオマスを効

率的にエネルギーや製品として利用する地域分散

型の利用システムを構築することが重要である。

バイオマス活用推進基本法においては、都道府県及

び市町村は国のバイオマス活用推進基本計画を勘案

し都道府県バイオマス活用推進計画及び市町村バイ

オマス活用推進計画を策定するよう努めることとし

ている。

主なバイオマスの発生園と利用状況（炭累換算ベース）

』:：￣
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を進めている市町村については、必要に応じて事項

を追加する等の見直しを行い、市町村バイオマス活

用推進計画を策定するよう努めるとしている。

また、都道府県については．市町村と密接な情報

交換を行いつつ、市町村の範囲を超える広域芯バイ

オマス活用体系の構築や市町村間の連携の促進等の

観点から都道府県バイオマス活用推進計画の策定に

従来、バイオマス・ニッポン総合戦略に基づいて

策定が進められてきたバイオマスタウン構想の実施

において、その取組の進捗状況や効果の把握が必ず

しも十分でなかった。これらを踏まえ、バイオマス

活用推進基本計画においては、市町村バイオマス活

用推進計画には取組の進捗状況や効果の検証に関す

る事項を含めるとの方針を示したところである。こ

のため、既にバイオマスタウン構想を策定し、取組 努めるものとしている。
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研究Ｔ技術最前線

スマートソサエティの実現に向けた技術開発と
都市開発プロジェクトへの展開可能性

株式会社早稲田環境研究所代表取締役小野田弘士鏡研究所代表取締役小野田
早稲田大学環境総合研究センター准教授

一般社団法人スマートソサエティ推進機構

埼玉県環境エネルギー統括参与

代表理事

の反省」を出発点としている。従来の機械工学で

は、「供給・提供。作る」側の論理で展開されてき

た。その結果、製品やサービス等が既成の概念とし

て認知され、その発想の転換を難しくさせている。

そこで、筆者らは、それを逆から捉え、「需要・受

容．使う側」の論理を出発点としている（図1)。

例えば、「環境」と「都市」というと、それを形成

する公共インフラや建築物等のハードからのアプ

ローチになりがちであるが、それをそこに居住する

｢人」やその「ライフスタイル」からみようという

ものである。

②社会システムの転換を視野に入れること。

スマートコミュニティをはじめ、低炭素社会や循

環型社会の構築に関する議論は、社会システム全体

や産業構造の変革をも視野に入れて取り組むべき課

題である。現行システムの範畷で議論しているだけ

では真の意味で創造的な取り組みは実現できない。

例えば、再生可能エネルギー等に関する議論によく

1．はじめに

低炭素社会や循環型社会等の構築に向けて、さま

ざまな場面で環境配慮が要請されている。とりわ

け、都市あるいは地域はさまざまな技術・システム

等の集合体といえ、スマートコミュニティの形成等

のさまざまな観点から先進的・先導的な取り組みが

求められている。筆者は、機械工学をバックグラウ

ンドとしながら、低炭素社会や循環型社会システム

の実現に向けた技術開発やその普及促進に向けた戦

略分析、さらには環境配慮性等に関する評価手法の

開発に関する研究・事業に従事している。一見、多

様な分野を対象としているようであるが、さまざま

な技術を社会システムのなかにどう取り込むかとい

う視点に関しては全てに共通している。すなわち、

スマートソサエティの実現に向けた技術・システ

ム．評価手法等の開発を行っているということにな

る。

本報では、筆者が取り組んでいるスマートソサエ

ティの実現に関連した主な研究開発の成果を述べる

とともに、それらの都市開発プロジェクトへの展開

事例として、埼玉県本庄早稲田地域における構想を

述べる。

鵡境とBT源･エネルキーを基輪に
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２．スマートソサエティの実現に向けたアプローチ

のポイント

筆者が考えるスマートソサエティの実現に向けたア

プローチのポイントとして、以下の3点が挙げられる。

①「供給側」から「需要側」の論理へ転換すること。

筆者の研究へのスタンスは、「従来の機械工学へ 図１「供給側」から「需要側」への論理の転換
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当てはまるが、現状では経済的に成立しない技術で

あっても、政策的な誘導、あるいは化石燃料の高騰

等の経済的な要因によってその重要度は変化する。

単に技術的な成熟度を論じるのではなく、さまざま

な観点から総合的に評価する視点が必要である。

③複合的なシステムとして捉えること。

例えば、スマートグリッドやスマートコミュニ

ティ等に関する取り組みのなかでも「エネルギー」

といっても電力エネルギーを中心とした議論に終始

している場面が多々見受けられる。しかしながら、

地域・都市等の芯かには、エネルギーといっても電

力需要だけでなくその熱需要も含めた最適化が求め

られているし、さらには、上下水道等の水、廃棄

物・循環資源等の多様なフローが存在する。さらに

は、そのコミュニティを形成する「人流｣、これら

をネットワーク化する役割を担う「情報流」そし

て、地域等における新たなビジネス・産業等の創出

につながる「金流」を－体的にマネジメントするシ

ステムおよびその手法の形成も重要なポイントとな

る（図２)。

半であり、それを活用する「現場（つまり、需要

側)」の視点が抜け落ちていることによる。また、

最近、エネルギーの「見える化」「見せる化」とい

う言葉やそれによる省エネ行動の誘発に関する議論

も注目されているが、現場のニーズに応じた「見え

る化」「見せる化」の方法論（例えば、どのような

タイミングでどのような情報が必要となるか）に関

しては全く体系化されていない。筆者らは、こうし

た視点にたって、企業等の「点集合型」の複数事業

所のエネルギーマネジメントを円滑化する情報管理

支援ソフトの開発やオフィス内の人の動線と省エネ

行動を一体化させることを目的とした簡易ＢＥＭＳ

の開発（図Ｓ）等を行っている。また、新しい試み

としては、住宅やオフィス等におけるエネルギー、

快適性、安全・安心等のセンサ情報ネットワークと

省エネ行動等を中心とした情報提供システムを一体

化したロボットシステム『スマートロボット』の

開発にも着手している（図４)。

1k采の古エネ平堕の大半は.殴伯･樋田に注目したものであり-･ヒトの■組⑤に＄、したqiエネ対
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但廿止劫印的な宙エネ支隈システムを視届すら．
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図３「人のIUD線」に眉目した省エネ支援システム

図２地域・都市等における「複合型」アプローチのイメージ
微エネ･世｡〕②古田＋ロ（安全･安心エンターテイメント性啓）の仙田邑
囮を偶えだ小型ロボットとしてのロスマート･ロボット輔をUU兜する．

ＰｏＩｎｌｌ3．スマートソサエティの実現に向けた技術開発の

事例

以上の視点にたった技術開発の事例を示す。

（１）スマートエネルギーマネジメント

エネルギーマネジメントの分野では、ＢＥＭＳや

ＨＥＭＳに関する各種の研究・技術開発が行われて

いるが、必ずしも有効な技術・システムといえるも

のには至っていない。その要因は、技術・システム

を開発する側の一方的な視点からなされたものが大

POlnt2
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図４コ・ベネフィット型省エネ支援システム「スマート
ロボット」の開発コンセプト
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（２）次世代モビリティシステム

超軽量小型モビリティＵＬＶ（Ｕｌｔ｢aLightweight

Vhicle）は、人の「移動のしやすさ」を実現する

ための必要最小限の機能を搭載し、「自転車以上自

動車未満」のコンセプトで開発している１人乗りの

モビリティである。軽量化を追究しており、車体

重量は約８０kgでその走行に必要とするエネルギー

は、３０kｍ/h定速走行時で約350Ｗ程度で賄える

仕様となっている。また、地域の中小企業と連携

した「地産地活」の活用モデルを想定しているこ

と、地域のインフラに合わせて原動機を選定できる

Multi-PM（ＰｎｍｅＭｏｖｅ｢）のコンセプトを導入し

ている点にある。その用途開発を含め、モビリティ

に関する既成概念を一新することを目指している。

単にカーボンニュートラルであるということだけで

なく、エネルギーセキュリティの観点からも一定の

対策を講じるべき分野であると考える。地域のエネ

ルギー需要に応じた「ベストミックス」なバイオマ

スの利活用の方法論を体系化する必要があると考え

る。

パイオオイルの田過技街、兜

煙状生成物［~画;7,i蕊蕊扇、
⑥室鼬分餌特性(実験価）

Iｕ
弓20℃で演状生成鞄収１日＞恥

油は年疸杓
収申§生月hピル

Iこ日何つＩ７ｆＧ加

オイル回収濃冨なと

図Ｓパイオオイルの概要と木質バイオマスからの製造技術

の開発

瀞
４．都市開発プロジェクトへの展開～本庄早稲田地

区を例に～

以上の要素技術・システムを都市開発プロジェク

トに応用する事例として、埼玉県の本庄早稲田駅周

辺地域の動向を紹介する。早稲田大学・本庄早稲田

キャンパスが立地する新幹線の本庄早稲田駅周辺地

域では、域外との連携を含む面的な再生可能エネル

ギーの導入やエネルギーマネジメントシステムの整

備に加え、次世代交通システムの導入を前提とし

た都市開発のプロジェクトが始動している（図７)。

祷
図５超軽最小型モビリテイＵＬＶ(UItraLightweight

Vehicle）

（３）バイオマスの利活用ネットワーク

我が国のバイオマス燃料に関する取り組みとして

は、輸送用燃料のバイオエタノールやＢＤＦに関す

る取り組みが注目されてきたが、熱利用に関する取

り組みは十分とはいえない。筆者らは、重油や灯油

の燃料転換に対するニーズが顕在化していることか

ら比較的シンプルなプロセスで液体燃料化が製造可

能な急速熱分解技術に注目し検討を行ってきた。具

体的には、木質バイオマスからバイオオイルを製造

する技術開発とその工業炉等における代替燃料とし

ての利活用ネットワークの構築に向けた検討を行

い、その実用化の目途がたちつつある（図Ｓ)。液

体燃料化を図ることによって、より広範囲に燃料を

流通させることが可能となる。バイオマス燃料は、

鰯圃識籔

睡Ｌ

鰯ii端字Ｅ

図７本圧早稲田地域における事業計画と柵想
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駅周辺という限られたエリアでの開発であり、地方

都市や海外への横展開が可能なモデルプロジェクト

として展開していく予定である。現在、詳細な計画

は検討中であるが、筆者が検討している構想を以下

に述べる。

同地域におけるモデルプロジェクトにおいては、

単に先進的な技術開発や実証にとどまらず、２で

述べたような複合的なアブ□－チに基づくエリアマ

ネジメント（あるいはタウンマネジメント）に関す

る新しい試みにチャレンジしていく計画である。そ

の一例として、住宅エリアで検討している具体的な

プロジェクトの構想を示す。個々の住宅ごとの最適

化を図るのではなく住宅エリア全体でひとつの街

区を形成し、その街区全体に対して最適なエリアマ

ネジメントを実施する。さらに個別住居に対し

ては、ＨＥＭＳや各種の情報提供サービスを有する

｢スマート・ロボット」が設置され、それが、予め

配置された「地産」の超軽量小型モビリティＵＬＶ

との通信機能を有するものとする。さらには、用途

限定で自律走行型のULVも配備し、近隣の商業施

設（例：宅配等）や病院（例：通院、救急搬送等）

との指定されたエリアの走行を行うことを可能と

する（図Ｂ)。また、このエリア全体のエネルギー、

循環資源、モビリティ等のマネジメントを行う事業

主体のあり方を検討するとともにそのエリア内の

居住者や立地する企業は、こうしたインフラ、ユー

ティリティ等の活用面で明確なメリットを享受する

(例：光熱水費がゼロ、同工リアに立地するだけで

ＣＯ２排出量が大幅に削減等)。

図Ｂ本庄早稲田地域におけるモデル駆業のイメージ

５．おわりに

４で述べた内容は、一見、実現が不可能に見え

るかもしれない。ただし、現在の疲弊した我が国の

状況があるからこそ、我が国全体が社会実験場とな

り、地域やアジア圏を中心とした海外に展開できる

ノウハウを蓄積していくべきであると考える。筆者

は、大学教員、大学発ベンチャーの社長、行政等の

さまざまな立場で、産学官民連携型のプロジェクト

を創出するとともに、それをWin-Winで実現する

ための社会システムづくりに関する取り組みを行っ

ている。今後、さらに関係者の皆様と議論を深め、

スマートソサエティの実現の一助を担えればと考え

ている。
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わが街づくり

コンパクトシティの形成を目指したまちづくｂと

低炭素社会づくりに向けた｢低炭素型モデルﾀｳﾝ｣について

八戸認青森市都市整備部都市政策課長

ａこれまでのコンパクトシティ政策

コンパクトシティを具体化するための都市構造と

して、都市整備を重点的に行い市街地の再構築など

を進める「インナー｣、良質な宅地の供給を行うス

トックエリアとしての「ミッド」都市化を抑制し、

自然環境・営農環境の保全に努め、開発は原則的に

認めない「アウター」の三つに区分し、機能的で効

率的な土地利用を誘導してきたところである。

この「コンパクトシティ」の形成を目指すため、

本市では様々なまちづくりを展開してきた。例え

ば、中心市街地活性化基本計画を策定し、中心市街

地活性化を推進してきた。

また、同時にコンパクトシティの理念の下、無秩

序な郊外開発を抑制する土地利用政策を推進するこ

とによって、自然環境の保全や地球温暖化対策を推

進してきた。

１．はじめに

青森市は、全国の県庁所在都市で唯一行政区域全

域が特別豪雪地帯に指定されている都市で、人口

３０万人規模の都市では世界でも有数な豪雪都市で

ある。

豪雪都市でありながらも、本市は、高度経済成長

期の急激な人□増加に伴い、郊外部に住宅地が形成

され、公共公益施設も郊外に立地や移転が進み、市

街地拡大が進んできた・

このことにより、除排雪経費等が増大したことは

もとより、インフラ整備費の増大、郊外部における

自然環境の悪化や中心市街地の空洞化などをもたら

した。

このような背景のもと、本市では、外側に拡大・

分散化してきた都市のエネルギーを内側に向け、今

後の人口減少・少子高齢化にあっても、既存ストッ

クを有効に活用しながら、人と環境にやさしく、持

続可能なまちづくりを進めていくためにコンパクト

シティの形成に取組んできたところである。

F-1H3ii：讓
図１将来都市棡造の概念図

写真１市内幹線道路で発生する雪渋滞
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活の拠点である各地域それぞれが地域特性に応じた

機能を分担する、バランスのとれたコンパクトなま

ちづくりを進めるとともに、それぞれの拠点を交通

ネットワークでつなぎ、相互の連携強化を推進する

こととした。

本市では、昨年１２月には悲願であった東北新幹

線新青森駅が開業したが、新幹線新青森駅が中心市

街地から４kｍほど離れた場所にあることから、今

まで以上に市民の皆様や観光客の方が中心市街地へ

アクセスできるよう、交通ネットワークの環境整備

が求められる中、中心市街地にある青森駅などの主

要駅の交通結節点機能の強化やアクセス道路網の整

備、鉄道駅からの二次交通体系整備、並行在来線を

都市内交通機関として活用するなど、公共交通の利

便性向上のための交通体系の整備が不可欠であり、

これまで進めてきた適正な土地利用と都市機能の配

置を持続しつつ、バランスの取れた土地利用を促進

し、都市内交通と広域交通が有機的に連携した誰も

が円滑に移動できる交通ネットワークの整備を進め

ていくとともに、地球温暖化対策やエネルギー資源

の有効活用など、地球規模の環境．エネルギー問題

などの自然の生態系や人類の生存基盤に深刻な影響

を及ぼすこれらの問題に対応した持続可能な社会を

実現するまちづくりを進めていく。

|’

写真２中心市街地活性化の象徴である駅再開発ビル
（通称「ＡＵＧA」アウガ）

写真３中心市街地において、年中ねぷた祭が体験出来る文
化観光交流施設「ワラッセ」

Ｌ--

。~｡
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騨
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蕊

鐸》
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6個且白文通キワトワーケでつな9ｍｍの■■Rbに

蘂･ミニー苧

:鳶鮮IVF＃

i覺霧i； ﾊﾞｷﾞ:.■凸斥増

●￣

冊兜

図２無秩序な郊外開発を抑制する限界線

3．これからのコンパクトシティ政策

昨年１２月に策定した青森市新総合計画基本構想

においては、これまでのコンパクトシティ政策に、

｢暮らしやすい曰常生活拠点」という視点を加えて

継承・発展させた「人と環境にやさしいコンパクト
シティ」をまちづくりの目標に掲げ、本市の核であ

る中心市街地地区、新青森駅周辺地区、操車場跡地

地区、浪岡駅周辺地区の4つの都市拠点や、曰常生

図Ｓ「人と環境にやさしいコンパクトシティ」イメージ図
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そして市民の英知を結集して、未来のまちづくりモ

デルとなる、地球環境に配慮し、本市が抱える様々

な都市問題を解決し住みよいまちを実現させると共

に、この地で得られた成果を「青森モデル」として

広く世界に発信すべく、「青い森セントラルパーク

低炭素型モデルタウン構想」としてその目指すべき

姿をまとめた。

青い森セントラルパークを含む青森操車場跡地地

区の土地利用のこれまでの経緯については、平成９

年度に、「青森操車場跡地利用構想」を策定し、「緑

豊かな交流拠点」を利用コンセプトとして、緑の拠

点、交通拠点、交流拠点、地球環境や人や自然にや

さしい新しい都市づくりのモデル地区を目指すこと

とし、構想の具体化に向けた検討を継続してきたも

のであり、平成20年度には、民間主体による開発

の可能性を探るため、県と共同で民間開発可能性調

査を実施したところ、環境関連をテーマとした低炭

素型モデルタウン構想に関心が示されたことから、

｢低炭素型モデルタウン」の視点をもとに検討を深

めることとした。

平成２１年度には、弘前大学を中心とした北曰本

新エネルギー研究センターや民間企業等で構成する

｢青い森セントラルパーク低炭素型モデルタウン構

想検討会」を設置し、市民等からの意見．提案等も

頂きながら、平成22年４月、未来のまちづくりの

モデルとなるようなゼロカーポンを目指した「青い

森セントラルパーク低炭素型モデルタウン構想」を

策定した。

その後、同年１２月に、この「低炭素型モデルタ

ウン構想」の具体化に向けた、「青い森セントラル

パーク低炭素型モデルタウン事業実施方針」を策定
した。

この実施方針では、「低炭素型モデルタウン」の

曰希生活提白

魔彊冒;=罵祠Ｙ＝＝言
色垣句色垣句

ｎｌ
Ｉｂｌｌ
ｎｌ
Ｉｂｌｌ
ｎｌ
Ｉｂｌｌ

餡餡

聖旱雪空亭

●

『砺夛壷司中心巾疸追睡回などの

図４「日常生活拠点」イメージ図

図５新聞森駅開業に向けた交通ネットワークの形成

４．低炭素社会づくりに向けた取組

地球規模の環境・エネルギー問題については、経

済社会活動、地域社会、曰常生活全般に関わること

から、国、地方公共団体、事業者、国民といった全

ての主体が参加・連携して取り組むことが必要であ

り、それぞれの立場に応じた役割を担うことが求め

られている。

国においては、化石エネルギーに依存した現在の

社会から脱却し「低炭素社会づくり」を進める行動

計画を打ち出すなど、社会全体の低炭素化を進める

取り組みが始まっており、低炭素社会づくりに向け

ては、二酸化炭素排出量の改善を図ることが重要で

あり、都市や地域の構造、交通システムの在り方な

ど社会の仕組みの中で環境に対する配慮を構造的に

組み込んだ都市レベルでの低炭素対策が求められて
いる。

今回は、青森県と共同で低炭素社会づくりに向

け、展開している、「低炭素型モデルタウン」につ
いて紹介する。

「低炭素型モデルタウン」は本市がコンパクトシ

ティの形成として掲げる４つの都市拠点のうち中心

部に位置する「操車場跡地地区」において、産学宮 写真４操車場跡地地区（青い森セントラルパーク）
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『

図Ｓ低炭素型モデルタウン棡想イメージ図

芯都市環境の創出を図るとともに、南北市街地の一

体感や連続性を創出する交流の拠点としての役割強

化も目指していく。併せて、子どもから高齢者まで

快適で活力にあふれた低炭素型ライフスタイルを、

地域のコミュニティ主体で維持向上させていく体制

づくりを目指すこととしている。

このような目指す方向性を踏まえ、「低炭素型モ

デルタウン」のまちづくりの目標として次の7つの

目標を掲げた。

目標１世界に発信するゼロカーポンタウン

目標２雪と共生する快適な青森発北国モデルタウ

ン

目標３人と緑と未来にふれあう交流のまち

目標４大学等の研究機関と連携した新たなライフ

スタイルの創出

目標５誰もが健康で元気と活力にあふれたまち

目標６エリアマネジメントの実施

目標７人にやさしく魅力あふれる景観形成

目指す方向性として、低炭素化された住居系施設や

生活利便施設等の都市機能に対して、街区全体での

パッシブデザインの導入やエネルギー利用の最適化

につながるエネルギーマネジメントシステム等の導

入を図ることにより、高い環境性を備えた街区を形

成し、また、大学等の研究機関により、地域特性に

応じた次世代型のエネルギーシステム等に関する最

先端の実証研究を街区全体で継続的に実施し、その

成果を日々の暮らしの低炭素化に活かす新たなライ

フスタイルの確立を図ることとしている。

また、雪に強く、人と環境に優しい交通システム

を構築することで、冬期の安定した移動手段の確保

や高齢者等のモビリティ向上を目指していくほか、

公共交通機関の利用促進により自家用自動車への依

存を減らすことで、移動に係る二酸化炭素を削減

し、低炭素型モデルタウンにふさわしい交通拠点の

形成を目指している。

更に、防災面や景観面、レクリエーションや憩い

の場としての機能も果たす、誰にでも親しみやすく

健康づくりにもつながる公園の配置を進めながら、

コミュニティの再生と、良好な街並み景観や緑豊か

「低炭素型モデルタウン」の実現に向けた役割分

担については、低炭素型モデルタウンの実現に向

曰Ⅲ

三蓬鍾 i1lllXiiriili織 佃辿

図Ｂ宵い森セントラルパーク低炭素型モデルタウンの目
指すべき姿図７青い森セントラルパーク低炭素型モデルタウン
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芯都市モデルとして、全国へ、そして世界へと発信

し、持続可能な社会づくりへと貢献していきたいと

考えている。

け、民間事業者や大学等の研究機関などと協働し

て、継続的に取り組みを行う環境を構築して行くこ

となどの行政機関の関わりや、本地区全体の計画、

開発から運営管理に至るまでのトータルコーディネ

ートなどを民間事業者が行うこと、また、エネルギ

ーマネジメント等の低炭素社会実現に向け、大学等

の研究機関が、継続して先進的な実証実験や研究に

取り組むことなど、低炭素型モデルタウンに関わる

各主体の役割を示している。

現在は、複数の民間企業等により構成するコンソ

ーシアムによる事業提案の公募を実施している。

今後、青森県と青森市は、低炭素で持続可能な社

会をこの青い森セントラルパークで実現し、この地

で得られた成果を、青森発・翻雪寒冷地発の先進的

ｉｉｉ
］

』ｉ〆ｌ､、』

界へ

都市モデルとして、全国へ、そして世界へと発信図曰

可
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わが街づくり

人と自然の共生を目指すまち＝調布

河西保人調布市環境部環境政策課長

調布市の街づくり

調布市のハード面である街づくりは、現在の社会

状況であるにも関わらず、街づくり１００年の計

といわれるほど、開発進行中である。外郭環状道路

をはじめとする都市計画道路の整備や、平成24年

度の完成を目指し、調布駅を含んだ中心市街地3駅

を線増連続立体交差事業によって地下化するなど、

周辺の面的整備と合わせ渋滞緩和等の課題を解決す

るための街づくりを積極的に進めている。同時に、

中心市街地では、街を集約する都市計画制度等を活

用した規制誘導や中心市街地活性化基本計画検討

(案）を反映した産業振興などに取組み、ソフト・

ハードを合わせ低炭素な街づくりを進めているとこ

ろである。（図１）（図２）

その他の市の大きな事業としては、平成２５年

度の稼働を目指し、三鷹市と合同で新ごみ処理施設

の建設を進めている。このように、大きな複数計画

と事業を同時に進めなければならない場合、再開発

事業や共同化事業、土地区画整理事業などいろいろ

な事業手法から、地域に合ったベストな事業を選択

し、進めることによって、駅前広場等の公共的空間

や施設等の整備が円滑に進み、関連する個人建物の

建替えまでもが加速され、街が大きく変わることと

なる。

当然ではあるが、街の更新に合わせ、環境・省エ

ネに関する施設や設備の更新を行う事ができ、環境

対策を行う絶好の機会となる。

これまでの市の街づくりにおける環境面での課題

は、コストや利便性、事業進捗性を優先し、ベスト

なタイミングで総合的な見地から検討した環境的空

間の確保や設備の集約等を行うことができなかった

ことである。道路整備ひとつ取っても、道路整備と

はじめに

これからの街づくりは、人口減少・高齢化社会な

どを要因とする成長困難な経済状況を背景に、環境

負荷の低減を図Ｄ、河川・緑・生物・景観等の保

全・再生・活用等、経済活力を高めることを踏まえ

つつ．開発優先型の都市づくりから保全・活用型の

都市づくりへ移行する。

調布市は、ベッドタウンとして東京２３区に隣接

し新宿から電車で約１５分という好条件の場所に立

地している。都心に近いが、多摩111や野111の水辺、

深大寺をはじめ崖線や雑木林の緑など多くの自然が

残されている非常に住み良い土地である。

このことから、現在でも市の人□は微増し、この

傾向は、平成53年（2041年）まで続くと予測さ

れている。また、市内には多くの著名人が居住され

ている。特に、平成22年に連続テレビ小説や映画

化された「ゲゲゲの女房」の原作者である武良布枝

さん、水木しげるさん夫婦が居住され、その舞台と

なった深大寺には、多くの観光名所があり、現在で

も大勢の観光客で賑わっている。

恵らづくりの現状と画向

｡
,－↑」

Ｃ
珂
曰
▲
鞠
期

ニ
ー
〉
〆
～
」
戸
》
歴
託
》
侭

一
、
１
ノ
ヂ
〆
，
（
・
〔
国

へ
ｉ
圷
献
〉
Ｊ
「
ェ

「
》
‐
。

。。■」Ⅱ口爽ｉ■、
魚１ｈ口。

図１調布市の街づくり
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(3)着勇司分瞳住宅亀i､鵠faま

(4)諏大印レジデンス12笹19豆

(5)四布iID霞大寺北町6丁目＝井不則丘レジデンシヤル練武全社分、培巳迪浬世室

図２街づくり事剪:－F竜
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いう単体枠の中で工事が行われる事が多かった。街

づくりは、面あるいは立体としてとらえなければ、

良い街づくりは行えない。浸透性舗装・樹木・環境

に配慮した製品利用等の検討も必要であるが、本当

に良い街づくりは、歩行者・自転車・公共交通ネッ

トワーク等を踏まえた総合的な道路整備計画と併

せ、都市計画・地区計画・条例等の法令手法を活用

し、環境に配慮した道路・公園・緑地などの公共的

な空間の確保と設備の導入や建物の集約などを検討

し、実態的にもコスト的にも行政としてベストな選

択を行わなければならない。

調布市では、大きく街が変わる今この時が、都

市・地区・交通・景観・環境・ユニバーサルデザイ

ンなどを含む福祉・地域活性化等の計画と、さらに

は、最も重要である市民ニーズ等を整合し一体とな

った街づくりを行う大きなチャンスであり、市民だ

れもが期待している街づくりを実現するチャンスで

あると考え、庁内連携と関連計画の策定を行い街づ

くりを進めている。

調布市の環境の現状

温室効果ガスのうち、二酸化炭素排出量を日本全

体、東京都、調布市を部門別排出蕊で比較した場

合、曰本全体では工場等の「産業部門｣、東京都で

は事務所・学校・病院等の「民生業務部門」が最も

多くなっている。

一方調布市では、一般家庭である「民生・家庭部

門」が約４割と最も多い状況である。

これは、調布市が都心のベッドタウンであり、住

居系建築物が多く、工場など産業施設が少ないため

と考えられる。（図３）

また、温室効果ガスの種類にも大きな特徴があ

駆杓座、

麹
Ｐ■】

皇生・反面

民

29％

、応可Z７５雨下5句
Uふ

図３２００ｓ年度鯛布市、東京都、曰本における温室効果ガス排出園
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域施策編）（以下、「区域施策編」という｡）を平成

２１年度に策定した。（図５）

さらに平成２０年５月改正の「エネルギーの使用

の合理化に関する法律」（以下、「省エネ法」とい

う｡)、平成20年７月改正の「都民の健康と安全を

確保する環境に関する条例」（以下、「東京都環境確

保条例」という｡）（図６）への対応と市役所が取り

組むべき内容を盛り込んだ地球温暖化対策実行計画

(事務事業編）（以下、「事務事業編」という｡）を平

成22年度中に策定予定である。

調布市が取り組む内容を定める「事務事業編」

は、短期の実行計画であり、計画期間は、平成２３

年度から平成２７年度までの5年間で、調布市役所

の事務事業から排出する温室効果ガスを平成２１年

る。日本における温室効果ガス排出霞のうち二酸化

炭素は、約８９％であるが、民生部門が多い調布市

は、温室効果ガスの約９８％を二酸化炭素が占めて

いる。

このことから、調布市で温暖化対策を進める場

合、民生部門における排出鑓を減らすことが、最も

効果のある対策となる。

環境を守る計画

調布市の環境に関する計画は、環境基本計画及び

緑の基本計画があり、これらに基づいて個別計画を

定め事業等を進めている。（図４）

温暖化に関する計画では、調布市全域の市民・事

業者・市を対象とした地球温暖化対策実行計画（区
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図７事務事業福での取り組み（施設）
図ｅ省エネ法．東京都環境確保条例の概要

pﾄ】

｢墨;1鶏鑑Ｉ
度基準で５％以上減らすという目標を掲げている。

法令等それぞれの計画における基準年度が異なるも

のの、この目標数値で法令及び「区域施策編」にお

ける公共施設から排出されるエネルギー（ＣＯ２）削

減の中間目標値は達成することとなる。

事務事業編の主な内容は、東京都環境確保条例が

対象とする大規模公共施設と近接・隣接する公共施

設の設備更新並びに職員の環境配慮行動等である。

現時点で法令に基づき提出した具体的公共施設の

設備更新内容は、（図７）のとおりであるが、短期

間で性能の向上と、コストダウンが行われる設備機

器の導入のタイミングが悩みどころである。

なお、市庁舎及び文化会館たづくりについては、

すでにESCO事業を導入し、省エネに努めている。

(図Ｂ）

職員の行動として市庁舎では、ｌＳＯ１４００１環境

マネジメントシステムに基づいた取組を行い、関係

施設については簡易版環境マネジメントシステムに

基づいた取組を行っている（図ｇ)。
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胞般 具体的取組 推定則翠効果
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宣し、費用対効果・相乗効果及び必要性の検証を行

い優先順位を付け事業を選択し、そのうえで資金調

達まで検討して、市民の理解を得なければならな

い。

現在、国外投資会社から水源や山林が買収される

など曰本にとって先行き不安な問題が出てきてい

る。市だけでなく、日本として重要な資源である

緑・水・生物・景観・環境等を守るため、行政が何

とかしなければならない土地問題等は数多くある。

民生・衛生・教育費に多くの歳出を伴う地方自治

体には、思いどおりに土地を買収する体力は無い。

買収だけでなく、権利者が土地を所有したまま維持

できるような制度の設立も進めなければならない。

また、近年、行政計画を推進する場合、市民参

加・参画は必須となっている。相互理解のもと市民

と共に街づくりを進めるため、調布市では、おそら

く全国で初めてだと思われる、無作為抽出及び公募

を併用した市民検討会を立ち上げ、市域を東西南北

4つの地域に分け約2年半にわたり、「交通」「環境」

｢福祉」「防災」「住環境」「景観」「地域活性化」な

ど街づくりにおける重要7分野の検討を行い地域

別街づくり方針として策定し、行政と市民の間で課

題・情報を共有化した長期的な街づくり設計を行っ

た。今後は、この方針を実現するため、重要度・優

先度・費用対効果など総合的に勘案し予算化・事業

化を行い、街づくりを完成させる考えである。

随ｴｶｎｍ
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本行動については、推進・点検体制があり、

PＤＣＡサイクルを活用しスパイラルアップを図っ

ている。

おわりに

行政が総合的計画を定めた場合、計画を策定でき

ても実現までには大吉芯ハードルが存在する。特に

環境政策は長期的な課題に対応する計画が多いた

め、現在のような財政状況が厳しい中ですべての事

業を完結することは難しい。関連する複数事業を精
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建設レポート

中之島フェスティバルタワー熱供給施設

関電ｴﾈﾙｷﾞｰ開発株式会社熱供給部熱技術課山際将司

本稿では、新設熱供給プラント（以後、二丁目プ

ラントという）の計画概要ならびに河川水熱利用シ

ステムについて紹介する。

１．はじめに

江戸時代に大名の蔵屋敷が立ち並び大いに栄えた

大阪中之島地区は、近年の再開発により２１世紀に

おける大阪の文化・ビジネスの中心としてふさわ

しい街に変貌を遂げつつある。そして２０１２年秋、

島の中央部に新しい街がオープンする。

「中之島フェスティバルタワー」は、㈱朝日新聞

社、㈱朝曰ビルディングが事業主となり進めている

プロジェクトで、オフィス、商業施設に加えて、か

つてこの地で50年の歴史を誇り世界の音楽家から

賞賛された「フェスティバルホール」が生まれ変

わった新しいホールの機能を集約した、大阪の新し

いランドマークとなる建物である。

中之島フェスティバルタワーには、中之島二・三

丁目地区を供給区域とした弊社地域冷暖房のプラン

トを設置し、本建物ならびに隣接する地下街に冷水

および温水の供給を行う。

今回新設する熱供給プラントは、三丁目の関電

ビルディングに設置された三丁目プラントと同様、

ヒートポンプの熱源として河川水を１００％利用し

たシステムを採用している。

表１中之島フェスティバルタワーの概要

蟻中之旦Iフェスティバルタワーパンフレjﾉト（朝日斬耐比朝日ビルディング作印より引用

事業主：㈱朝曰新聞社､㈱朝曰ビルディング

所在地：大阪市北区中之島二丁目

階数：地上３９階、地下3階

用途：オフイス、商業施設、ホール

延べ面積：約１４６.ＯＯＯＩＴｉ

高ざ：２００ｍ

表２熱供給施股（二丁目プラント）の概要

事業主：関電工ネルギー開発㈱

基本設計技術協力：㈱曰建設計

実施設計・施工：㈱大気社く屋内プラント＞

施工：JFEエンジニアリング㈱

＜屋外河川水取排水設備＞

冷却能力：aB55RT

加熱能力：７．193ｋＷ

（共に蓄熱槽からの放熱を含む）

藝甕iill譲篝篝ji篝iihiii1Ili蕊1liiilli：
図１中之島フェスティバルタワーの全景

弾`中之ｇフエステイバルタワーパンフレント（明日薪伍lﾈi･朝日ビルディング作成）より引用
図２位岡図

;:.中之ＬＰエステイハルタワーパンフレブト（期日FH同*i･鮪日ビルディング作成）よI）引用
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ａ河川水熱利用システム

中之島二・三丁目地区では、熱源機（ヒートポン

プ）の熱源および冷却水として河川水を利用してい

る。

河川水の熱利用は、未利用エネルギーの一つであ

る「温度差エネルギー」に位置づけられるものであ

り、大気に比べて夏は冷たく冬は暖かい河111水の特

徴を活かして、ヒートポンプの運転効率を高めるこ

とが可能となる。稼動中の三丁目プラントにおけ

る実績では、河川水熱利用による効率（ＣＯＰ）が、

一般的な空気熱源に比べて約2割向上している。

また河川水熱利用は、図３に示すように一般的な

システムと異なり大気に直接排熱しないことから、

都市のヒートアイランド化抑制にも寄与する、環境

にやさしいシステムである。

河川水の利用条件は、冷房時（河川へ排熱）が取

水温度十５℃以下、暖房時（河川から吸熱）が取水

温度－３℃以上である。中之島二．三丁目地区で

は、河川に囲まれた中州である立地を生かして、北

側を流れる堂島111から取水し、南側の土佐堀川に排

水することで、潮位変動に伴う河川の逆流時にも熱

のショートサーキット（排熱の再取り込み）が発生

しないよう配慮している。

河111水熱利用設備の概要を図４に示す。河川の取

水□には３０ｍｍピッチのスクリーンを設置し、ゴ

ミなどの吸い込みを防止すると同時に、オートスト

レーナで熱源機の熱交換器が詰まる恐れのある大き

さの異物を収集し、定期的に排水する。また熱源機

の熱交換器を清浄に保つ為に、定期的にスポンジ

ポールを流して管の内面を清掃する。

河川水熱利用システム股システム

船交換圏を通じて
河川へ排鰯

冷却増
大気

を通じて

へ排熟

室田■
●冷目排船(冷却水熟）
を河川へ挨水(ヒートア
イランド抑１Ｍ）

・河川水をヒートポンプ
の冷却水に利用し､

+5℃租麿油廻された河
lⅡ水は.河川へ排水。

－１

白Ｉ

生型系に影

轡を与えない

沼預厳、内

で迺転管理。

ＩＥ

Ｉ［

I［

Il
lf

、liWl ヒートポンプｌｊｌ

１］

，BLi研’河川 ◆

器

図３河川水熱利用システムの特徴

躯

田ⅡⅡ

図４河川水熱利用股備の概要
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①高効率機器の採用

高効率ターボ冷凍機を主体として構成している。

特に温水製造において、高効率ターボヒートポンプ

を採用することで、高い効率を実現する。

また、冬季においても一定の冷水需要が見込まれ

るため、冷温同時負荷および軽負荷対応のため、小

容量の熱回収スクリューヒートポンプを採用してい

る。

②熱源機での河川水直接利用

冷却水、熱源水となる河川水を直接熱源機に導入

することで、熱交換ロスを極力減らし、河川水のも

つ温度ポテンシャルを最大限利用する。またターボ

ヒートポンプは直接利用により標準機でも４５℃の

温水を取出すことが可能である。

③水蓄熱檜を活用した昼間の熱源機定格運転

夜間に蓄熱を行うことで電力負荷平準化に寄与す

るだけでなく、昼間には熱源機を定格運転させて週

不足分を水蓄熱槽から出し入れするといった運用を

行うことで、熱源機を常に高効率な状態に保つ計画

である。

S・熱供給プラントの計画概要

今回新設する二丁目プラントのシステム概要を図

5に、熱源設備の仕様を表３に示す。中之島フェス

ティバルタワーへの供給に合わせて、今回６台の熱

源機を設置する。また建物基礎ピット空間を有効

利用し、最大で５．８ｍの水深をもつ「温度成層型」

水蓄熱槽を2,400,3確保し、電力負荷の平準化と

効率向上をはかる。

エ包回DII江已川
＝ｅ・■、←

臥誇雪雪 P….………....….…….…;.…….…：

i痙亟i］：：….…..:.g……~尾

載曰E=Ｅ呈二L苧

；；に‐=：
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図５＝丁目プラントシステム図

表３熱源設備の仕様

５．おわりに

現在はプラントの実施設計を終え、機器の製作な

らびに屋外の河川水取排水設備工事に着手した段階

である。今後、平成24年秋の供給開始に向けて、

関係者が一体となって設計性能の確保や最適な運転

方法の確立を目指した検討を進めていく｡

また、河川水という自然を利用することから、供

用開始後の運用段階における性能の検証、運転の工

夫といったＰDCAサイクルの着実な実行が特に必

要となるため、その体制づくりについても並行して

検討を進めていく予定である。

ここ中之島においては、島内の地権者企業を中心

として「環境先進都市」のモデルにしようという機

運が高まりを見せている。同じ島内にある弊社とし

ては、立地環境を活かした「河川水熱利用」によっ

て全国トップクラスの効率（ＣＯＰ）を実現し、お

客さまにご満足いただくことはもとより、技術を周

囲に普及拡大させることによって、環境先進都市へ

の一翼を担い貢献していきたいと考えている。

供給温度は冷水６℃、温水４４℃を基本とし、需

要側の利用温度差を１０℃で計画している。

中之島二・三丁目地区では、河川水熱利用による

全国トップクラスの効率（ＣＯＰ）を目指しており、

二丁目プラントでは以下の技術を採用している。

①高効率機器の採用

②熱源機での河川水直接利用

③水雷熱槽を活用した昼間の熱源機定格運転

３０都市環境エネルギー第98号
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圭一

槻器 名称 冷却能力

(蓄然槽は

出力）

ｶﾛ熱能力

(薊熱橿は

出力）

燗考

Ｒ－ＯＩ ターボヒート

ポンプ

５０ＯＲＴ ２０００kＷ

Ｒ－０２ ターボヒート

ポンプ

５０ＯＲＴ ２０００kＷ

Ｒ－Ｏ３ 無回収型スク

リューヒート

ポンプ

１０ＯＲＴ ４５０kＷ

Ｒ－Ｏ４ インバータ

ターボ冷凍樋

４０ＯＲＴ

Ｒ－ＯＳ ターボ冷凍槐 ｇｌＯＲＴ

Ｒ－Ｏ６ ターボ冷凍機 ｇｌＯＲＴ

ＣＨＴ 水蓄熟栖 e３５ＲＴ ３１９３kＷ 冷却１０時Hl1放黙時

加黙5時間欣然時

合８ナ ａＢ５５ＲＴ フ］９３kＷ Ｒ－Ｏ３除く



一海外'情報一

中近東における地域冷房と

空調省エネビジネスの現況

岡村明彦高砂熱学工業株式会社ファシリティ・サービス本部情報通信計装部

3．現地における当社のビジネス

３－１背景

当社は、ＵＡＥで行なう業務を地域冷房および大

型熱源設備の設計・施工に絞っており、これらに関

する営業・受注活動を行っている。

具体的には、新しい地域開発に併せて計画される

地域冷房プラントのプラント建物・プラント設備・

受変電設備のフルターンでの設計・施工である。

ＵＡＥは周知の通り、北回帰線がほぼ国土の南端

を通っており、また気候的には砂漠気候に分類さ

れ、平均降雨璽が60ｍｍと少なくまた、夏期には

最高気温が５０℃前後、１月度の平均気温が２３．４

℃と年間を通して気温が高い。

そのため、冷房が必須であり、冷房の年間総負荷

を表す全負荷相当時間（EFLHEquivalentFull

LoadHou｢）は、オフィスで東京が１１００時間

前後であるのに対し、３５００～３．８００時間と３

５倍強にも達する。

一方、空調システムはアメリカの影響が強く

(ＵＡＥの子女のほとんどは、欧米系の大学の教育を

受ける)、冷凍機は構造がシンプルな電動系冷凍機

が主流であり、大型建物では電動ターボ冷凍機と冷

却塔の組合せ（写真－１，２)、中規模以下の建物で

は空冷チラーの設置がほとんどである。そのため、

近年では国内の電力事情の逼迫や送配電網の整備が

開発スピードに追いつけないなどの問題も頻繁に発

生しており（詳細を後述)、その緩和の目的から新

規開発エリアにおいては地域冷房が導入されるケー

スが非常に多い。

１．はじめに

私は、２００８年（平成20年）４月末にアラブ首

長国連邦（以下、ＵＡＥ）に赴任し、２０１０年（平

成22年）３月末に離任し国内勤務となった。この

間、ちょうど２年同国で勤務したことになるが、な

かなか貴重な経験を持つことが出来た。

今般、本稿に寄稿する機会に恵まれ、あまり纏ま

った内容にもならないかも？と危‘|貝しつつも、ここ

に紹介させて頂く。

ａ会社（支店）段立まで

２００８年４月２７日深夜、スーツケース１つを抱

え中部国際空港を飛び立ち、翌２８曰早朝Dubai空

港に到着した。当社にとってはDubaiは初進出であ

り、先行した駐在員はいないため、前年度に何度か

事前調査で訪れていた際に利用したホテルに取り敢

えず転がり込んだ。この時点の赴任は私を含め2名

であり、相方は前年度までシンガポール現法の社長

を行なっていた社員である。

まず即日、前年度のうちに調査し確保しておいた

拠点（オフィス）に入り、当面の業務として工事ラ

イセンスの取得を目指した。拠点は、Dubai～Abu

Dhabi間のメイン幹線道路であるSheikhZayed

Road沿いで、Ｅｍｉ｢atesTowe｢に程近い場所に位

置する曰系ビジネスコンサルタントの構えるオフィ

スに、２部屋間借りすることとした。

ライセンス申請は、途中いろいろと経緯はあっ

たが、Dubaiに関し２００８年６月１９曰付け、Abu

Dhabiに関しては2009年１月１９曰付けにて登録・

取得した（現地会社の位置付けは、支店（Fo｢eign

B｢anch-JAPAN))。
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ゴルフ場では、それまで幅を利かせていた？欧米

人をめっきり見かけなくなった（著者註：ＵＡＥで

は、酒類提供のライセンスを持つホテル・レストラ

ンでは、飲酒が可能。また、個人でも酒類を手に

入れることが可能であり、申請によってAlcoholic

D｢inksLicenseが交付され、国内に確か3店舗ほ

どある販売店で購入できる。余談ながら、この申請

雷には信仰する宗教を記載する欄があり、イスラム

教と書かない限り（１）基本的にはライセンスを取

得できる｡)。

この結果、当然のことながら新規開発はほほ

１００％無期延期、あるいは中止となったため、地

域冷房案件も激減した。有名な人工島であるPalm

JumeirahやDiscove｢ｙＧａ｢densなどは、ショッ

ク前にほぼ完成していたので、ほぼ計画に沿った

形で竣工したが、内陸部のJumei｢ahVillageや

MotorCityなどは、地域導管を敷設しただけ、あ

るいは当初計画の五分の－容鬘実装などでストップ

したままとなっている。

ＵＡＥ国内において地域冷房を主体で実施する熱

供給会社には、PalmDist｢ictCooling（政府系

ディベロッパーNakheel系、Palmjumei｢ahなど

で供給)、Ｅｍｐｏｗｅ「（ＤEＷＡ（Dubai電力・水道

庁）系、ＤｌＦＣ（Dubai国際ファイナンシャルセン

ター）などに供給)、Tab｢eed（AbuDhabi政府

系、AbuDhabi市内で30地点以上の熱供給を実施

中、またDubaiMet｢oでも供給）などがあり、そ

れぞれが多大な影響を受けた。

私は、実際に現地で多くの熱供給会社幹部・技術

者と会いまたプラントを視察しオペレーションデ

ータを解析する機会にも恵まれた。

これらに関する私自身の正直な感想としては、

①計画・設計時の負荷想定が大きすぎること

②需要家との熱料金契約の仕方に課題があること

③無制限に近い導管延伸を行っていること

などが挙げられる。

まず、①.②について述べる。供給建物の想定負

荷原単位（１７０～290ｋＷ/ｍ２０５０～250kcal／

ｎｍ２）前後）は概ね妥当であるとしても、建物用

途の主流が高級レジデンスであり、Dubaiの人口が

172万人（2009年）で、そのうちインド．パキ

地域冷房プラントの例

(電動ターボ冷凍機ａＯＯＯＵＳＲｔｘＳ台股園）

(AbuDhabi市内:プラント施工は欧米系冷凍樋メーカ）

写真－１

写真－２地域冷房プラントの例

（写真－１．と同じプラントクロスフロー型冷却

塔）（AbuDhabi市内）

３－２乗り込み後の実際①（地域冷房）

こうした背景から、当社は地域冷房および大型熱

源設備の設計・施工に絞って行動を開始したが、周

知のとおり２００８年９月にリーマンショックが発生

した。

ちょうど私が着任して半年が経過し、大分仕事と

生活にも慣れてきたタイミングであり、正直なとこ

ろびっくりした。

それまでは、SheikhZayedRoadを筆頭として

朝夕２回必ず大渋滞が発生し、会社～アパート間の

移動時間が通常２０分程度のところが、１時間半掛

ってしまうのが常であったが、ショックを契機に３

カ月ほどの間に大渋滞はなくなった。

こういった関係から、いわゆるパブなど飲み屋や
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の一式セットレンタル（またはリース）業がひたす

ら繁盛する。私の赴任中、ＵＡＥの国内で何十いや、

何百セットの仮設チラー群を見たことか。

この問題はＵＡＥに限らず、GCC湾岸諸国でも発

生しているようであり、Dubaiから約５００kｍ離れ

たBahrainにおいても発生している。写真－３に

首都Manama市内で見学した仮設プラントを示す。

この熱供給施設は、リーマンショックによる建設資

金の凍結に加え、プラントへのインフラ供給が間に

合わず、先に竣工してしまった新規需要家に向け仮

設対応で供給している。敷地内手前に発電機８台を

置き、中央の空冷チラーと奥のターボ冷凍機（大型

コンテナハウス内に設置）＋冷却塔に電源を供給し

ており、コンテナの左側には丸い仮設受水槽が設置

されている。

以上のことから、当然のように供給開始後の熱供

給会社は、過剰投資と極端な部分負荷運転による非

効率供給に悩まされることとなる。

これらは、リーマンショックがもし発生していな

いとしても、おそらくいずれ顕在してくる問題で

あったと思われるが、毎年２回開催されるＩＤＥＡの

Dubai会議などでも頻繁に取り上げられ、ディベロ

ッパー・熱供給会社・コンサルタント・建設会社・

メーカのそれぞれの立場から、改善施策が議論され

ている。

スタンなどからの出稼ぎ労働者を差し引いた実質人

□が仮に１／３の５５万人であるとし、レジデンス

供給戸数が想定で２５～50万人分であるとすれば、

欧米系セレブヘの販売もあるであろうが、これは明

らかに供給過多である。

早い話がそのほとんどが空き室となってしまい、

したがって熱供給が成り立たない。

さらに悪いことに、入居が完了している建物にお

いても、入居者は夏には欧米に避暑に出かけてしま

い、年間を通して在住しない。

一方、建物側ディベロッパーと熱供給会社間にお

いては、着工時に熱供給に関する基本契約を１００

％入居条件で交わせば、熱供給会社は最大負荷に合

わせて冷凍機台数、導管サイズを決め建設を開始す

る。ところが、竣工時に建物側ディベロッパーは

｢約束」を守らず、入居率5～１０％で契約しなおす

などのことが起きている。

③においては、日本国内でのプラント～最遠需要

家までの延伸距離は、せいぜい2kｍ前後といわれ

るが、当地では１０～２０kｍ超が当たり前のように

なされている。

これは、全負荷相当時間の違い、供給が冷熱のみ

であること、さらに掘削工事費が相対的に安価であ

ることを勘案しても、あまりに長大過ぎると思わざ

るを得ない。個人的にはせいぜい１０kｍ以内が経済

的バランスポイントと思うが、この理由は定かでは

ない。

さらに、プラントおよび地域導管の建設者の立場

から見ても大きな問題が生じている。

すなわち、電力・水のインフラ基盤の供給が

DEWApubai電力・水道庁）との取り決め通り

の納期に間に合わない事態が生じており、場合によ

っては１～1年半の間待たされることが常態化して

いる問題である。

これは前述のように、ＤＥＷＡによる電力の送配

電網と上水供給配管網の整備・建設が開発のスピー

ドについていけないことに起因しており、熱供給施

設の受電・試運転がその間全く出来ず、竣工・引渡

しが大幅に遅れるケースが多く発生した。

この結果、いったい何が起きるのかといえば、何

と仮設の空冷チラー・ポンプおよびエンジン発電機

写真－３仮設熱供給プラントの例（Bah｢ainの首都
Manama市内）
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３－３乗り込品卜後の実際②（ショッピングセンター・

ホテルなど）

ＵＡＥを含む中近東の人は、どういう理由から

かショッピングが大好きである。DubaLAbu

DhabiあるいはDubaiの北隣のShamah市街を車で

走ると、いたるところでショッピングセンターに

行き当たる。人工スキー場を併設したMallofthe

Emiratesは北半球ＮＯ１の売り場面積を標傍し、

昨年度竣工した世界一の高さを誇るKhalifaTowe「

(|日名称Bu｢iDubai）の隣にはDubaiMallがオー

プンし、観光客のみならず地元の人も多数買い物に

訪れている。DubaiMallには図書販売大手の紀伊

国屋が出店しており、私もよく訪れた。

同様に、Dubaiは中近東のハブ空港を自認し、観

光客誘致に政府を挙げて力を入れている関係から、

Dubai市内また空港に近いSha｢iah市内でもホテル

が多数建設され、国際的な５つ星ホテルから２つ星

クラスまでそれこそ、よりどＤみどりである。

これらショッピングセンター・ホテルの空調方式

は、多くが外調機十FCU方式であり、前述のよう

に大型建物ではターボ冷凍機、中規模以下では空

冷チラーが採用されている。熱源容量がトータルで

ａ５００ＵＳＲｔ前後とやや大型のシステムでもその

構成がシンプルである故か、空冷機が採用されてお

り、屋上あるいは外部に多数設置され、曰々ブンブ

ンと稼働している（写真－４)。

チラーの運転温度は、運５０～54.Ｆ（１０～１２

℃）／性41.Ｆ（５℃)、利用温度差５～７℃deg前

後であり、竣工後１０年以上経過している建物では

５℃degにて、三方弁によるＣＷＶ制御方式が多い

(写真－５.)。そのため温度差が確保出来ず、負荷

の大きさに関係なく、稼働している外調機および

ＦＣＵの全台数分の冷水流量が必要になるため、冬

期以外はほぼ全台数のチラーと冷水ポンプが運転さ

れている。

一方、東南アジアとも共通しているが、「良く冷

えていることは、リッチな証拠！」「パンパン吹吉

出す涼しい空気は清潔？」との迷信でもあるのか、

実際の室内設定室温は２０～２２℃と日本国内に比

べて低く、ドラフトも感じ曰本人には寒い位であ

る。

写真－４ショッピングセンター屋上の空冷チラー（能力
200ＵＳＲｔｘＳ台）

（Dubai郊外:プラント施工は欧米系冷凍機メーカ）

写真－５．ホテルの屋外培屋に設遡された外鯛機と冷水配

管・三方弁

（AbuDhabi市内：施工は地元施工会什）

３－４省エネビジネスの提案

以上の背景から、当社は地域冷房プラントの部分

負荷対策、大型一般建物熱源の熱源効率アップに関

する提案業務など、既設設備の改善・改良工事提案

を積極的に展開している。

具体的には、建物二次側の三方弁CWV制御を二

方弁VWV制御へ変更する提案はもとより、UAEに

おける外気湿球温度をベースにした、ターボ冷凍機

の効率アップを狙う運用改善指導や簡易制御組込み

提案など、比較的に投資額の小さいものから始めて

いる。

また、一定の投資額は必要であるが、一層の効率

改善を狙うインバーター（可変速）型ターボ冷凍機

への変更提案、さらに冷水蓄熱槽とこれら高効率冷

凍機・冷却塔を組合せた当社オリジナル技術である
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統合型熱源システムの中近東版導入提案などを実施

している。

図－１にDubaiと東京における年間累積湿球

温度の比較図を示したが、湿度が高いといわれる

UAEにおいても、それなりに低めの冷却水温度の

運用は可能である。すなわち、Dubaiにおいても

ＷB2２℃以下の時間帯は、１年の中ては７０％存在

しており、冷却塔出口温度とＷＢ間の運用アブ□－

チを３℃deg取ったとして、冷却塔出□温度が２５

℃を下回るターボ冷凍機から見た高効率運転が可能

な時間帯が年間の70％存在する、ということにな

る。

またDubaiでは、インフラ需給のひっ迫への対応

策として地域冷房プラントに対し、蓄熱槽の設置お

よび冷却塔用上水の使用制限（上水に代わる海水の

利用や下水処理水の利用の促進など）を法制化する

動きが出ている。写真－６にDubai市内において

鋼板製冷水蓄熱槽を設置したプラントの例を示す。

－万、ここ5年程度で急激な建物・プラント数の

増加が起きたため、オペレーションや機器メンテナ

ンスに関する経験を豊富に持つエンジニアの絶対数

が不足しており、熱供給会社や建物オーナーから当

社もたびたび相談を受けている。これらの観点か

ら、積極的に顧客のニーズに応え、オペレーション

やメンテナンスに関するコンサルテーションを受注

することも可能と考えられる。

’
写真一ｓ、地域冷房プラントに設囮された冷水蓄熱棚の例

（Dubai郊外）

４．おわりに

当社は、２年半にわたりターゲットを地域冷房

および大型熱源設備に絞り活動を行ってきた。こ

の間、世界経済不況にも見舞われ、ＵＡＥとりわけ

Dubaiは厳しい経済情勢となったが、その後まこと

にゆっくりながらも、AbuDhabiを中心に回復基

調に向かっている。

また、隣国Qatarの首都Dohaでの２０２２年度サ

ッカーFlFAワールドカップ開催が決まるなど、明

るい要素も出てきているように見受けられる。

偶然ではあるが、筆者の日本への帰国時（２０１０

年３月２８曰）の搭乗機は、ナショナルフラッグで

あるEmi｢atesAi｢lineのDubai～成田直行の就航

便であった。航空業界の慣習らしいが、就航第一

便の到着時には消防車による放水の歓迎（？）と、

到着ゲートでＮＨＫのインタビューを受けるという

得難い経験も出来た。同曰には首都AbuDhabiの

EtihadAi｢wayも成田直行便を就航させており、今

後ますます曰本とＵＡＥの距離は近くなると思われ

る。

建設業においては、日本では国内市場の縮小が

進み、海外進出にも一層の拍車が掛っていく中、

ＵＡＥなどのGCC湾岸諸国からは、我々曰本の地域

冷房に係る企業・技術者に対するニーズと期待、と

りわけ省エネに対するニーズは大きい。もちろん、

依然として契約方法・支払条件など種々の課題は存

在するが、確実にビジネスチャンスは増加していく

と思われる。拙稿がその一助にでもなれば幸いであ

る。
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大学研究室紹介

国士舘大学理工学部理工学科建築学系
1－

原英嗣研究室

原英嗣国十領大学理工学部准教授
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はじめに

先曰まで開催されたＣＯＰ1６（メキシコ・カンク

ン）において、京都議定書の延長問題が先送りにな

った。日本の経済への影響や温暖化ガス削減効果の

有効性などを考慮すると、日本国の主張は正しいも

のと考える。しかし、新たなエネルギー源が開発さ

れているものの、世界人□の増加と徐卜国の経済発

展は、今後、エネルギー争奪戦の激しさがさらに増

すことが危慎される。

曰本は、化石燃料をはじめとしたエネルギー資源

を持っていないことから、省エネルギー化は、ＣＯ２

排出問題もさることながら、エネルギー供給の安

全、安心にも貢献する。その中で、建築物のエネル

ギー消費は、日本全体の約1/3を占めており、建築

物の省エネルギー化は、今後も重要な課題であり続

けると確信する。

国士舘大学理工学部理工学科建築学系原英嗣研究

室は、国士舘大学における環境・設備系研究室の流

れをくみ、今年度（２０１０年度）で6年目になる比

較的新しい研究室である。これまでに、学部生４９

名（現在所属も含む)、大学院生3名を篭出した。

筆者は、国士舘大学に着任する前に、早稲田大学

尾島研究室に所属し、主に建築設備の保全、建築物

(主に非住宅系）のエネルギー消費、省エネルギー

化について研究を行ってきた。現在の研究室におい

ても、これらを踏襲し研究を行っている。以下に、

今まで行ってきた研究についてご紹介する。

■国士舘大学キャンパス施設における室内温熱環境

とエネルギー消費の実態

研究室にとっての身近な建築物として大学があ

３６都市瑠境エネルギー第98号



○階段教室における床吹き出し空調の温熱環境2）

この研究では梅ケ丘キャンパスの階段教室におけ

る床吹出し空調システムと天井吹出し空調システム

による温熱環境の実測調査および在室者の温熱快適

性に関するアンケート調査を行った。

実測の結果を図ａｓに示す。実測の結果、夏期

において階段教室では、床から吹出された冷気が、

低い位置に集まっており、最大温度差が5℃弱もあ

った。冬期においては、天井吹出しの教室では、浮

力により暖気が上に集中しているのに対し、階段教

室では、温度分布が良好であることがわかる。

○梅ヶ丘キャンパスの省エネルギー性能の検証3）

この研究では、前述した空調関連のシステムに

よる省エネ・省CO2効果について実測及びシミュ

レーションより検証を行い、その性能を明らかに

した。半年間の実測の結果を図４に示す。冷房時が

２５．３％、暖房時が225％の合計478％の熱負荷

削減効果があることがわかる。また－万で、ａア牝

空調負荷を増加させてもいる。熱負荷削減効果の内

訳は、全熱交換機が全体の３２２％、ＣＨトレンチ

が１８．６％、自然換気システムは約196となり、特

に、ＣＨトレンチと全熱交換器の熱負荷削減効果が

高い。自然換気システムは、室温と外気との温度差

が小さく、また風露が小さいため、全体に対する除

去熱量は小さい。

梅ヶ丘キャンパス以外でも、世田谷キャンパス等

のエネルギー消費特性などについて研究を行ってい

る。東京都条例により、本年度から２０１４年度ま

での5年間のCO2排出壁を、基準排出量（過去の実

網値）からB％削減が義務付けられている。その後

は、さらなる削減が義務付けられることもあり、大

学のエネルギー削減効果の高い手法等についての検

討を行っていく予定である。

蕾…－１ ｒ…－引
-ﾕ 丁

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
…
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
上
』
丁
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
９
－
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
－
－
－
－
上

…
西
・
ｏ
ｏ
ｍ
・
汁
詑
部
到
門
》

議
霧 巴△b■

ＣＯＣＯ

凸】ね

３１／凸咋,ｍ]，馬一ヨl-B
Fhﾃ雇完石17石=孟

一Ｅ￣－

弼
缶
配
玉
舘
鵠
雌

。
０
．
２
５
８
０

二
●
『
巴
●
。
■
ら
Ｓ
ｃ
己
ら
■

◆
■

図２夏期の温度分布（左：床吹空調、右：天井吹空鯛）

F-－－ 謬
…
霧
…

好

図３冬期の温度分布（左：床吹空調、右：天井吹空鯛）

都市環境エネルギー第98号３７

０換熈八田封と庭園園罰劇勗劉廓「



6棟について、夏、冬の温熱環境実測を実施した・
これらの調査データをもとにドーム型住宅のシミュ
レーションモデルを作成し、パッシブ手法（壁面緑
化、高反射塗料、開口位置の調整）を適応した場合
の熱負荷削減効果のケーススタディを実施した.
○エコポイント住宅の熱負荷削減効果とエネルギー
消費特‘性

これは今年度実施している研究で、エコポイント
住宅の省エネ効果を、エネルギー消費量実測と温熱
環境実測をもとに検証するものである。また、エネ
ルギー消費の特性についての分析を行う予定であ
る。

○屋上緑化による熱負荷削減効果

これも今年度実施している研究であり、一例では
あるが、屋上緑化した住宅の室内温熱環境と熱負荷
削減効果を導き出す研究である。

住宅のエネルギー消費等の実測は、事務所ビル等
と比較すると、プライバシー保護の観点から協力を
得るのが難しく、フィールド確保が難しい｡しか
し、今後も機会があれば、継続的に続けていきたい
と考えている。
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図４計測期間の常l負荷削減園

■住宅の温熱環境とエネルギー消費の実態
住宅は、民生用建築物の中で、近年エネルギー消
費が伸びている。￣連の研究では、パッシブ、アク
ティブの省エネシステムの効果と、エネルギー消費
特性の把握ぴどを目的としている。研究室として
は、主に以下の研究を行った。

○潜熱蓄熱材（PCM）を用いた蓄熱システムの効
果4）

床下空調方式十空冷ヒートポンプとＰＣＭを組み

合わせた薑熱システムの省エネ効果について実測を
行った○本システムは、東京都内にある個人住宅の
空調システムとして導入されたものである。システ
ムの熱利用先に関する実測結果を図５に示す。蓄熱
ボックスからの放熱が２４％となっているが、ボッ
クスの位置が室内下に設けられているため、放熱の
ほとんどは室内側に流れているものと考えられる。

意図的ではないが、２４時間空調に近い状態となっ
ていることがわかった。

○ドーム型住宅の温熱環境実測5）

ドーム型住宅の温熱環境'性能について温熱環境実

測からパッシブ手法の適応性について研究したもの

である。本研究では、ドーム建築に関する既往研究

を調査し、実測としてドーム型住宅2棟を含む住宅

■事務所ビルのエネルギー消費に与える変動要因に
関する研究

近年、建物のエネルギー管理の重要性が高まる中
て、従来よりも精度の高いエネルギー消費量の評価

方法が求められている。最も一般的なエネルギー消
費壜評価方法のひとつとして、原単位との比較によ
る方法がある。しかし、原単位による評価には、評

価対象建物の建物特性や使われ方にばらつきを含む

こと、標準的な使われ方を定義していないという問

題点がある。また、ＥＳＣＯ事業など建物に省エネ

ルギー手法を導入した際の効果を評価する方法とし

て、導入前の実績値との比較をベースラインとして

用いるケースが多いが、この場合も導入後の使われ

方の変化や気候変動などを考慮していないため、逆

にエネルギー消費量が増加しているという結果にな

ることも考えられる。一連の研究では、事務所ビル

を対象に滞在人数や気象条件、室内空調設定温度

のエネルギー消費に対する影響を実測値から分析を

行った。

囮同利用５３９６

翻飴ボックス77％
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センターの調査を実施したものである。現在、デー

タベースは、WEB上で公開されている。

○ＢＥＭＳデータの解析'1)～'2）

本研究では、同委員会内の調査の一環として．非

住宅建築物における熱源設備の効率、部負荷特性

と消費先時刻別エネルギー消費麺などの詳細なデ

ータベースを構築するために、ＢＥＭＳ（Building

Ene｢gyManagementSystem）データの調査を

行っている。

○事務所ビルのエネルギー消費における外気と使わ

れ方の影響に関する研究6）

本研究では事務所ビルを対象とし、エネルギー消

費量と使われ方（建物の滞在人数と滞在時間及び外

気）との関連について分析を行った。

○室温設定による省エネ効果7）

省エネ手法の－つとして、ＣＯＯＬ－ＢｌＺなど室内

設定温度を変更することが推奨されている。本研究

では、都内事務所ビル１フ□アにおける空調機の室

内設定温度を変化させた場合に起こる熱負荷処理量

の変動を、実測調査を通して明らかにした。また、

その結果を基に分析を行い、省エネルギー効果及び

経済性の推定を行った。結果として、夏期冷房時に

おいて、３℃設定温度を変えると、１３％のエネル

ギー削減になる。これは、－１１２ＭJ/｢r１℃、事務所

ビルの年間一次エネルギー消費量に対して約２２％

の削減効果に相当する。冬期暖房時は、設定温度を

下げることは暖房負荷削減に非常に効果がみられ

た（２４℃→１８℃、４８％削減)。－万、冬期にお

いても、内部発熱が大きいことからインテリア部分

については冷房を行っており、設定温度を下げるこ

とは、冬期の冷房負荷を大きくしている。冬期全

体として２４℃→１８℃の変更の場合、］４８％の負

荷削減効果となる。しかし絶対量としては１．６ＭJ／

｢T１℃となり、２４℃→１８℃の変更で９６ＭJ/ｍの削

減、事務所ビルの年間一次エネルギー消費量に対し

て、約０５％の削減効果に相当する。全体として、

ＣＯＯＬ/ＷＡＲＭ－ＢｌＺで推奨されている設定温度夏

期２８℃、冬期１８℃は、－事例ではあるが、事務

所ビルの年間一次エネルギー消費量に対して、約

２７％の削減効果をもたらしていた。

■インド・チャンディガールにおける公共建築物の

温熱環境'3)～１s）

発展箸しいインドにおいて、今後、エネルギー消

費壁の増大が懸念される。本研究では暑蒸気候下に

おけるパッシブクーリングの手法提案の為の基礎デ

ータ収集及び温熱環境の定量化を目的とし、公共建

物を対象に調査を行った。具体的には、ル・コルビ

ュジェによる都市計画が行われたチャンディガール

の、同氏が設計したチャンディガール美術大学の建

物と、同大学を模倣して建設されたチャンデイガ

ール建築大学の建物および周辺環境の温熱環境を

２００７年、２００８年の２回にわたり実測した。これ

らの建物は、基本的に空調設備は導入されておら

ず、シーリングファンのみが設置されている。図６

に建物写真、図７に実測結果の－部を示す。

図Ｂ写真：教室内
■非住宅建築物のエネルギー消費の実態調査

建築環境・省エネルギー機構（ＩＢＥＣ）に非住宅

建築物の環境関連データベース検討委員会が設置さ

れ、非住宅建築物のエネルギー消費量や水消費童、

省エネルギー対策の実施状況などに関する全国規模

の調査を実施している。以下の研究は、この委員会

内の調査の一環として行われているものである。

○電算センターのエネルギー消費量B)-10）

本研究は、２００７年から２００９年にかけて電算

■事務所ビルの保全に関する調實研究

建物は、建設段階よりも建設されてから廃棄に至

る運用段階に、費用もエネルギー消費も掛かる。特

に建築物の長寿命化が求められる現在において、そ

の影響は大きくなることが予想される。以下にビ

ルメンテナンス業の意識調査と、長期に亘る保全費

の実態調査に関する研究をご紹介する。

○ビルメンテナンス業（ＢＭ業）の将来に関する意

都市瑠境エネルギー第98号３９
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ビルメンテナンス企業に所属している、様々な立

場の個々人の現状の事業に対する満足度や、社会環
境の変化に対する意識や取組みなどをアンケート調
査し、その結果を元に業界の今後の展開や方向性を
提案することを目的としている。結論として今回の

意識調査では、現状において、仕事に対しての満足
度は高いものの、低価格競争、サービスの質と価格
の不均衡、二極化（得に都市部と地方）などの傾向
に対して不満があることがわかった。またＢＭ業界

の将来に対しての危機意識は高く、まだ課題が多く

残るものの性能発注への期待と現状のノウハウを生

かした新規ビジネスへの展開など、新しい評価手法

や新しい領域への進出が打開策として求められてい

る。

○事務所ビルの保全費の経年変化に関する研究'7）
建物の長寿命化が求められているが、建物本体や

設備に要する保全費用の実態について、長期に亘る

データは少ない。本研究では、一般的な事務所ビル

（Ａビル）と設計段階からメンテナンスを考慮され

て設計された事務所ビル（Ｂビル）に関する保全費

に関する実態調査を行った。図Ｂに累積保全費の経

年変化を示す。
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図Ｂ累iii保全斑の経年変化

○下水熱利用による熱供給システム18)－２１）
下水熱利用については、下水ポンプ場における生
下水や下水処理後の再生水の熱が地域冷暖房に利用

されている。本研究では、このような下水や河川な

どの未利用熱を回収し、熱源水として地域冷暖房や

建物などに供給した場合の効果について、検討を行

っている。

○低炭素都市の構築における水素供給の効果22）
低炭素都市の構築における水素供給による省

ＣＯ２効果の検討を行った。地方都市をフィールド

として、建物概要およびエネルギー消費量調査等を

実施した.調査結果を踏まえ水素供給システムを提

案し、省エネルギー・省CO2効果の検討を行った。

図ｇに現状システムと水素供給システムを示す。

■エネルギー供給システムに関する研究

地域冷暖房をはじめとした、地域レベルのエネル

ギー供給に関する研究を行っている。特に未利用エ

ネルギーを利用したエネルギー供給システムは、省

エネ効果や省ＣＯ２効果が高いと考えられ、その有効

性について検討している。

今後の展望

以上、現在までに、非住宅、住宅の温熱環境とエ

ネルギー消費の実態、省エネ手法の検討・検証を行

ってきた。

今後も住宅、非住宅を問わず、建物のエネルギー

４０都市環境エネルギー第98号



７）鶴巻航平.石渡俊.原英嗣．都内事務所ビルにおける室

内設定温度の変化による熱負荷処理屋の変化と省エネル

ギー効果．曰本建築学会関東支部大会学術調演梗概集．

２００８年３月

8）電算センターにおけるエネルギー消費園の調査，同十館

大学卒業論文．２００７年度

g）非住宅（民生業務部門）建築物環境関連データベース

の棡築一踊算施設におけるエネルギー消閲量の実態調査．

国士舘大学卒業論文．２００８年度

１０）麺算センターにおけるエネルギー消費屋調査，同士舘

大学卒業論文,２００９年度

］１）原英嗣．他3名．非住宅建築物の環境関連データベー

ス栂築に関する研究－その］］関東地区における非住宅

建築物の時刻別エネルギー消賀屋調査．日本建築学会大

会学術講演梗概集，Ｄ-1分冊．０１１３９．２０ＯＢ年９月

１２）原英嗣．他7名．非住宅（民生業務部門）建築物のエ

ネルギー消費団データベース棡築に関する研究_その２４

詳細（レベル3）データベース解析結果（平成１９年度

稠査)．曰本建築学会大会学術講演梗概集．２００９年９月

１３）窪田周太．原英嗣‘ＡＳｕｒｖｅｙＯｎＴｈｅ｢ｍａｌ

ＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔＯｆｌｎｄｏｏ「ＡｎｄＯｕｔｄｏｏｒＳｐａｃｅＯｆ

ＰｕｂｌｉｃＢｕｉｌｄｉｎgsinChandiga｢h,Indiaアジア都市環

境学会，２００８

１４）秋真人・渡邊成彦，国広ジョージ・原英嗣．ル・コ

ルビユジエの作品から見るサステナブル建築のあり方，

日本建築学会大会学術調演梗概集．Ｆ-2分冊．ｐ５５９，

２００７年８月

１５）窪田周太・原英嗣．インド・チャンディガールにおけ

る公共建物の屋内温熱環境実測．日本建築学会大会学術

講演梗概集，、-2分冊，ｐ４３１．２００８年８月

１６）原英嗣、他3名、ピルメンテナンス業の将来に関す

る意識調査－優良なビルメンテナンスサービス業務を得

るための指標に関する研究その５、環境と管理Ｎｏ６４

Ｐ７３～７６，曰本環境管理学会、２００７５

１７）事務所建築におけるランニングコストに関する実態調

査,国士舘大学卒業論文，２００７年度

１８）小早川智明．他７名．新たな都市エネルギーインフラ

である熱源水ネットワークに関する研究一（その1）熱

源水ネットワークの提案と類型，日本建築学会大会学術

講演梗概集．２００９年８月

１９）茂呂隆．他7名．新たな都市エネルギーインフラであ

る熱源水ネットワークに関する研究一（その２）ケース

スタディモデルの提示．日本建築学会大会学術講演梗概

集．２００９年８月

２０）田辺真太．他7名，新たな都市エネルギーインフラで

ある熱源水ネットワークに関する研究一（その3）単独

利用型の効果検証．曰本建築学会大会学術講演梗概集．

２００９年８月

２１）森田祥之．他７名，新たな都市エネルギーインフラで

ある熱源水ネットワークに関する研究一（その４）エリ

アネットワーク利用型の効果検証，日本建築学会大会学

術調漢梗概集，２００９年８月

２２）低炭素都市の棡築における水素供給によるCO2効果の

検討.国士舘大学大学院修士論文，2009年度
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消費量の実態調査と省エネ手法について研究を継続

していく予定である。近々の課題としては、大学施

設の省エネを推進していくことがあげられ、具体的

な提案および実施、検証、改善というＰＤＣＡサイ

クルが実現できればと考えている。また、省エネ手

法を導入した場合でも、性能を発揮するためには維

持保全が重要であり、時間による性能劣化等に関す

る研究も課題として挙げられる。それ以外にも、地

域冷暖房をはじめとした広域のエネルギー供給に関

する研究も進めていく予定である。

本研究室は、まだ発展段階であり、今後は既存の

研究テーマをベースとしながらも、新たな挑戦を試

みたいとも考えている。これらの研究が、建築物の

省エネ推進等において社会貢献できれば本望であ

る。

参考文献

］）国士館大学梅ケ丘キャンパスのアトリウム空間における
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業論文．２００８年度

２）国士舘大学梅ケ丘キャンパスにおける床吹出し空調シス
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研究所拝見

株式会社竹中工務店技術研究所

大野定俊株式会社竹中工務店技術研究所企画部

１．はじめに

株式会社竹中工務店は１６１０年に初代竹中藤兵

衛正高が名古屋で寺社仏閣の造営を生業として創業

したのに始まり、１８９９年に神戸に進出したのを

機に、現在の株式会社竹中工務店として創立され

た。竹中工務店は「想いをかたちに」というコーポ

レートメッセージのもとに、国内の主たるドーム建

築や、オフィスをはじめとする超高層建築など、数

多くの建築作品を世に送り出している。また、時代

のニーズとお客様の期待に応える建築が、社会の資

産となり、文化の象徴として残されるものと考え、

｢最良の作品を世に適し、社会に貢献する」という

経営理念を創業以来一貫して掲げている。また、技

術研究所は１９５３年に東京と大阪に研究室を設け

たのに始まり、１９５９年には竹中建築技術研究所

として、また1993年には東京と大阪の研究所を

干葉ニュータウンに統合移転し、現在に至ってい

る。

Ｆ＝国璽_{亜］

！ 館鯉柱衡研究巴

且■【垣、を■いた．

■奴･触肘･空□や缶■

■■亡餌守伺う

図－１技術研究所の組職概要

３．研究施設概要

竹中技術研究所は東京から約４０kｍ東に位置す

る千葉ニュータウン地域にあり、北総線千葉ニュー

タウン中央駅から徒歩１０分圏内のところに位置し

ている。

竹中技術研究所は敷地面積約S5POO1Ti、建築

面積１８ＢＢＢ｢ri、廷床面積、３７．３１８｢Tiで、図－２

に示されるような地下1階，地上4階の低層建築で

ある。

また、建築的には上空からみると図－３に示され

るような直径１５３メートルの円を基調とした特徴

２．技術研究所の組織

技術研究所の組織は図－１に示すように、技術研

究所長の下に、管理部、企画部、および先端技術研

究部と建設技術研究部の2つの研究部門から構成さ

れている。先端技術研究部には４部門があり、主に

建築とその周辺に対する高付加価値技術や商品開発

の研究開発を担当している。また、建設技術研究

部も同様に４部門から成り、品質に重点を置いた建

設・設計・生産技術の研究開発と共に、技術的な現

業支援も担っている。技術研究所の所員数は２０１１

年１月現在２１４名で、このうち研究員は１６２名で

ある。

図－２竹中技術研究所

４２都市環境エネルギー第98号
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的な形をしており、施設はパブリックからプライベ

ートへの秩序づけられたゾーニング計画によって機

能的な配置となっている。

実験施設はこの円の円周上に（図－３の上が北

側)、北実験棟、東実験棟、南実験棟、西実験棟が

配置されている。北実験棟には音響関係の実験施設

が、東実験棟にはクリーンルームや空調関連の環境

関連の実験施設とコンクリートや仕上げ材料等の材

料関係および機械化施工などの生産関連の実験施設

が配置されている。南実験棟は所内で最も大きな実

験棟で、中には風洞実験施設、防災実験施設、大型

構造物実験施設、電磁環境実験施設などの実験施設

がある。

西実験棟には遠心載荷装置を始めとする地盤墓礎

の実験施設や水処理・土壌浄化等の実験施設があ

る。また、２００９年には南実験棟の東側に世界最

大級の能力をもつ耐火実験棟が新たに建設された。

このほか、中庭や北側の屋外ヤードには緑化の実験

図一ｓ耐火実験棟

スペースや昆虫実験室なども設けられている。

４．研究紹介

（１）研究分野の全体概要

建築に関わる研究分野は非常に幅が広く、多岐に

わたっている。これは建築分野の研究が、単に建物

を建設するための研究にとどまらず、業務や牛雇群

効率的に行うための空間や、安心安全かつ快適に過

ごせる生活空間など、広く人間が社会生活を営んで

いく基盤に関わっているからである。

竹中技術研究所では、大きく以下の4つの分野の

技術に関連する研究開発に取り組んでいる。

・地球環境に貢献する技術

・安全・安心・快適性を支える技術

・最先端の空間創造技術

・高度な建設を可能にする技術

地球環境に貢献する技術分野では、建物を建設・

改修する際の省資源・長寿命化、建物周辺や都市の

環境創造や環境保全、環境負荷の低減を図る省エネ

ルギーや新エネルギーの活用技術の研究を進めてい

る。これらの分野の研究の一部については後段で少

し詳しく紹介する。

安全・安心・快適性を支える技術分野では、地震

や火災に対して建物や人の安全性を確保する技術、

犯罪に対するセキュリティを確保する技術やリスク

評価技術、ワイアレス環境やデータセンター等の安

全性を確保する技術、健康や快適`性を守るための空

気質、防振、防音等に関する技術開発を進めてい

る。

最先端の空間創造技術分野では、大空間や特殊な

構造あるいは超高層建築を実現するための最適な材

料や構造に関する技術、最先端の生産施設で求めら

れる製造環境の質を高めるための技術、ホール等の

－１
－￣F1

図－３上空から見た竹中技術研究所

～

Ｊ蝋一粒一
”騨》．》

図－４スーパークリーンルーム実験室
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文化施設に求められる音響技術、美術館・博物館な

どの展示保存環境の最適化や医療施設に求められる

特殊な環境制御技術などの研究開発を進めている。

高度な建設を可能にする技術分野では、高度な解

析を駆使して建物の品質を事前に評価し、お客様に

ビジュアルに伝えるための様々な設計支援技術や、

建物品質を高めるための各種の生産技術の開発を行

っている。

術として活用されている。

中温エコ空調

中温エコ空調は、室温に近い冷水（１３℃～２０

℃程度）と温水（３０℃～３５℃程度）を用いる空

調システムで、従来の空調用の冷水（7℃以下）や

温水（４５℃以上）の利用と比較して、熱源システ

ムの効率が高く冷却や加熱に無理がないため、環境

への負荷を削減できる方式である。竹中工務店で

は、中温エコ空調システムに、除湿のためのエネル

ギーを低減するために独自の除湿材を用いた乾式除

湿外調機を加えることにより、性能を高めている。

また、放射空調とパーソナル気流ユニットで構成さ

れる放射・対流併用の空調方式を採用し、さらに省

エネルギー化を図っている。

（２）省エネルギーと快適性の研究

オフィスなどの建物の場合、運用段階でのエネル

ギー使用霞が最も大きいとされている。その中で

も、冷暖房と照明・コンセントなどの負荷によるエ

ネルギー消費が全体の７０～８０％を占めるといわ

れており、このエネルギー削減が技術的な課題とな

っている。 iimJJ}'三]!！;11ｉ１
:!:蕊)顛担:i:蕊:;Ｉ

団、、荷の冷却
(俎皮コントロール）

蕊蕊蕊蕊蕊

iff量IPXJ
灘帛EPi鰯、O凹酢

園
中型ヒートポンブチラ

中沮木の因適
（劫叩向上）

剛
認温暖化防止技術では、従来建築と分離していた設

備機能を、建築と一体化したシステムとすること

で、大幅な省エネルギーを実現する技術開発に取り

組んでいる。

ダブルスキン構造の中間層の気流を制御すること

により断熱性能を高めた外装や、床スラブや地中を

活用した蓄熱システム、外気を積極的に取り入れた

空調システムなど、自然エネルギーを十分活用する

建築システムにより、快適で環境負荷の少ない空間

を実現している。

例えば、通風外装システムは既存建物の断熱性能

を高める方法として、ウィンドチムニーと呼ばれる

外気導入システムが学校建築などにおける省エネ技

蚊射１hE9uI-H広川亜ｎ

．2RBI冷圃皀利、睦
ｱﾝﾋﾟｴﾝﾄ宙四
･ﾙﾘﾅﾙ包亜勺一外
ｇ利用I」だﾀｽｸ塵8月沿熟缶鯛システム

!:::;ｉ刑蝕2h両のB麹蕊《古ｴｷ化U駆弐心１
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中匁で列z囚する材料

(■力負荷平単化）

図一フ中温エコ空鯛の全体システム

省エネルギーなどの環境配慮は人の快適性の確保

と相反する部分も持っている。一方で、空間全体で

の平均的な快適性を求めている温熱・光環境など

も、個人の適性や行動によっては大きな差が出てく

るものと考えられる。竹中工務店では単に省エネル

ギーという観点ばかりでなく、個に着目して人にと

って快適で、知的生産性や創造‘性を高める空間とは

何かという観点からも研究開発を進めている。人は

多様な行動をし、変化する刺激の中て、それぞれ

異なった反応を示すという観点から、医学・生理

学、電子工学等の最新の知見を生かしながら、科学

的なデータを蓄積している。たとえば、「サーカデ

イアンリズム」を取り入れた照明制御の研究では、

目への光刺激の自己選択制御で、このリズムが調節

され、昼間の覚醒、快適な睡眠、快適な目覚めとい

自鍛エネルギー利用

外皮

外醸

床ス
ヤブト活用

、茂材
■｡

中■熟

図一ｓ建築システムによる環境制御技術
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う好循環が起こると考えている。温熱環境において

も、'快適な生活リズムをもたらすサーカディアンリ

ズムが存在することが示されている。最近では、こ

うした知見に基づいて、省エネルギー型の照明や空

調などの室内環境制御技術や建築計画技術につい

て、実証的実験を行っている。

最適な建物配置や防止対策の立案に活かしている。

生物多様性に対する取り組み

生物多様性への配慮は、国際的な環境対応の機軸

として注目されている。グローバル企業にとって

は、新たな事業拠点の設置に際しては今後必ず考慮

する必要があるものと思われる。竹中工務店では、

地域に密着した鳥や蝶などの生物のデータベースを

もとに、建築に際し都市生態系のネットワーク性を

高めることによって生態系維持を図る新たな植生計

画技術を研究開発している。

角温砥照度

Hiiiiiiiiiilｃ
ｃ
》
で
一

。
□
Ｎ
一

ｇ
の■

￣

□
。

。
◎
輯
ｐ
ｌ

ｃ
。
』
つ
｛

。
◎
軸
。
、

ｎ球色(色掴匠3000Ｋ）

図－８サーカディアンを利用したタスクアンビエント照明
システムの実証実験
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宮騨慰|蕊
(3)都市環境との調和に関する研究

緑化技術：既存建物の屋上に設置可能な軽量の屋上

緑化技術や、肉薄のサンドイッチパネルによる壁面

緑化技術を開発しており、自然環境の調和を図ると

共に、曰射制御や温熱制御のツールとして活用して

いる。

図－９都市緑地のネットワーク性評価

5．おわりに

２１世紀においては持続的に発展可能な社会を実

現することが求められる。サステナプルな社会の実

現のためには、ＣＯ２の発生削減ばかりでなく、資源

の有効利用や環境保全を図ると共に、快適で効率の

高い社会墓鱒が重要になる。これに応えるためには

総合的な視点からのアプローチが重要である。この

意味では総合建設業の研究開発が果たす役割は大変

大きい。竹中技術研究所では優れた技術で社会に貢

献すると共に、事業拡大に貢献する技術開発に積極

的に取り組んでいきたいと考えている。

ヒートアイランド緩和 :近年、都市のヒートアイラ

ンド現象が問題になっている。地域環境保全技術と

して、このようなヒートアイランドを防止する技術

として、ドライミストや保水性舗装などの要素技術

の開発に取り組んでいる。

また、これらの防止対策の効果を定量的に解析・

評価する技術の開発も行っている。これらの技術に

よって建物の計画段階や設計時において、風通しや

対策技術の冷却効果を建物・街区レベルで評価し、

都市瑠境エネルギー第98号４５



新会員紹介

４１ｍＴＩＩ
～ごあいさつ～

玖長鋼業株式会社

代表取締役社長坂□康夫

このたび新たに都市環境エネルギー協会に入会を

させていただきました玖長鋼業株式会社でございま

す。

弊社は平成20年５月に干葉県市lll市冨浜に創立

致しました。

製造工場は、同県富里に平成２０年１２月末日に

竣工いたしました。

この工場においては蒸気・冷温水その他の熱媒輸送

を目的として、プレハブ２重管などを製造し、徹底

した品質管理のもと高性能・高品質・高信頼性の製

品を供給し、各市場へ安定供給出来る体制を整え、

製造メーカーとして省資源・環境保全に役立つ時代

のニーズに沿った製品を提供し、都市環境づくりに

微力ながら貢献して参る所存です。

今後みなさまのご愛顧とご支援を賜りますようお

願い申し上げます。

’

必
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|協一ユース

齋藤忠義先生の御逝去をI悼む

閥藤里蕊先生

長瀬龍彦都市環境エネルギー協会専務理事

２０１１年１月８日国士舘大学理工学部教授

齋藤忠義先生が御逝去されました。享年６８歳。こ

こに謹んでご冥福をお祈り申しあげます。

齋藤先生には、長年に亘Ｄ当協会運営企画委員会

および研究企画委員会の委員として当協会に多大の

御貢献をいただいてまいりました。私は現職に就任

して初めてお近づきになりましたが、民間企業での

実務経験も豊富であられ、我国の地域冷暖房の歴史

と共に歩まれた方でした。

熱搬送などの御専門の分野は勿論のこと、協会全

体の運営、今後の調査研究のあり方等、幅広い分野

での高い御見識をお持ちであり、何時お目にかかっ

ても若々しい情熱を持ち続けておられたことに強い

感銘を受けたものです。

当協会は現在大きな変革の時期にさしかかってお

り、内外共に課題を抱える中、今後とも御指導御助

言をいただきたく思っておりましたところに突然の

計報に接し、誠に痛恨の極みでございます。

然しながら、御遺徳を偲びながらも我々が積極的

に次の時代を築き、協会を発展させていくことが先

生の御貢献に報いることになると存じ、一層の努力

を傾注して参る所存でございます。

ここで、国士舘大学で長年に三Ｄ齋藤先生の瞥咳

に接してこられた当協会研究企画委員の国士舘大学

准教授原英嗣先生に齋藤先生の思い出を綴っていた

だきました。

原英嗣都市環境エネルギー協会研究企画委員国士舘大学准教授

ずに相談にのって頂きました。６年間という短い期

間でありましたが、先生からご教授頂いた数々の教

訓は、これからも私にとって一生の財産となること

でしょう。

研究室が隣同士ということもあり、齋藤先生から

私の研究室に訪ねて来られることもしばしばありま

齋藤教授は、国士舘大学において建築分野の環

境・設備部門の教育と研究をご担当されておりまし

た。先生は、私が国士舘大学に着任するにあたり、

右も左もわからない若輩者の私に、大学教員として

の生き方を教えて下さいました。私が研究に行き

詰った時も、ご多忙にも関わらず、嫌な顔ひとつせ
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年、地域冷暖房に取り組まれ、その普及や啓発にご

尽力されてきましたことは、周知のことだと思いま

す。お近くで先生の地域冷暖房に関する数々の研究

を拝見する機会に恵まれた私は、大変幸福でありま

した。先生の研究に対する熱意に常日頃接してきた

私にとって、齋藤先生の御意思を今後も継続してい

くことが、先生のご希望であるように思えます。

齋藤先生のご生前のご厚情を深く感謝するととも

した。夕闇迫る研究室で、先生が取り組んでいる研

究内容や将来の研究構想についての話を聞いたこと

が今でも思い出されます。時には、そのまま行きつ

けの飲み屋にご同伴仕ることも－度や二度ではあり

ませんでした。飲み屋では．気さくに周囲の人と語

り合う姿を見て、先生の心の広さとその交流の広さ

に鰯いたものです。

このような先生でありますが、研究に対しては非

常に厳しい人でありました。研究テーマとして長 に、心よりご冥福をお祈り致します。
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協一ユース

技術研修会(東京)開催報告平成22年度都市環境エネルギ■■■■

｢地域冷暖房施設の振動対策技術と実例」のご講演、

そして最終の第S讃では、翌曰の見学会に関連した

｢新豊洲変電所の概要」について、東京電力㈱東京

支店江東支社新豊洲変電所長の加藤様よりご講演を

いただきました。

二曰目の見学会では、二班に分かれ、世界で初め

ての５０万Ｖ円形地下式変電所の見学を行いました。

最先端のエネルギーインフラ設備事例としての知見

を深める上で、大変有意義な見学会となりました。

受講者として協会会員、一般および学生で約７０

名様のご参加があり、終日熱心にご聴講いただきま

した。また、二曰目の見学会にも多数ご参加いただ

き、誠にありがとうございました。最後に、ご協力

いただいた東京電力㈱殿に深く御礼申し上げる次第

平成22年度の研修会は１１月１８日１９日の二

日間にわたり開催し、初曰は東京電力㈱電力館にて

講習会、二曰目は東京電力㈱新豊洲変電所の見学会

を行いました。

講習会では、第１講に横浜国立大学大学院環境

情報研究院教授の佐土原様による基調講演「低炭素

社会を実現する地域エネルギーシステム｣、第２謡

は東京電力㈱技術部スマートグリッド戦略グルー

プ副長の塚本様による「東京電力におけるスマート

グリッドの取り組み」のご講演、第３調は東京都市

サービス㈱運用管理グループ主任の坪井様による

｢インバータターボ冷凍機導入による高効率化につ

いて」のご講演、第４調は㈱エネルギーアドバンス

取締役地域エネルギー部長の中島様による「これか

らの地域冷暖房のあり方」のご講演、第５講は特許

機器㈱ソリューション技術部課長の宮崎様による

です。

見学会（その1）講習会（その1）

藤

見学会（その2）
講習会（その2）
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産婁用空図･プロセス

麟沮欄

業務用空鯛

蝕麺樫

； 』

日本が誇る革新技術、「ヒートポンプ」を世界の空調･給湯へ。

地球温暖化を防ぐためには､ＣＯ２排出量を大幅に削減することが

必要です｡ＣＯ２を出さない原子力や高効率な火力などをバランス良

<組み合わせた餓源のベストミックスによる環境性に優れた｢廠力

会社の晒気」と、高効率な「ヒートポンプ」を組み合わせて上手に使

うことで､燃焼式に比べてＣＯ２排出凪を半減することができます。

:．・・・．・・・・・・・・・・・・・・・・・．・・・・・・・・・．．・・・．・・・.｡．・・・．．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・：

；空気熱は再生可能エネルギー

：ＥＵでは｢両生可能エネルギーlU逆に間する指令(2009年６月施行)｣において.一定：
：効虫以上のヒートポンプにより利用した｢空気熱･地中鮎･水麟｣を再生可能エネルギ：

：－として定樋しています｡また日本でも.空気熱は｢エネルギー供給構造恋度化法：
：（2009年８月２Ｂ日臆行)･｣において､阿生可能エネルギー源として阻められています。：

：や｢エネルギー仇16＄璽者による肝化石エネルギー刃の９１用H1び化石工▲ルギーHiolの打肋な５１用I二間する法徹Ｉ：

:．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．

③ヒートポンプのＣＯ２削減ポテンシャル
国内の冷E､厨や給渇､100℃以上の高沮域を含む加沮｡乾想

および農桀用途などをすべてヒートポンプで代替した坦合

'３蕊

幽

現状

用

ポテンシャル

２０

短太田光冗画曲俔忘且:４kＷ故何利用巾:１２％

■内全戸血住宅畝:2.745万戸(健協宙低針日｢平成２０年住宅･土珀
岐Hf田、)にて画東口力眈ロ．

出貝:(財)ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ･曰、センター域■

背東京電力
ＴＥＰヒロ

晒気のこと､省エネルギーに間する情切は､東京電力のホームページをご覧ください。

ｗｗｗ・ｔｅｐｃｏ－ｓｗｉｔｃｈ・ｃｏｍ／ｂｉｚ いつもの晒気､もっと先へ。
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肋Ｍｚｊｚﾉel1)ﾉｗＭと'１

ﾉｂｌ･〔JIjllcノリＷb”…この思いとともに､これ荻で、んできた技術を､さらに高め次の世代へ｡

わたし/こちI乱、夢と希望に没れた地球社会づくりに取り組んでいきます。

地球がいきいき､人もいきいき。大成建設がめざす未来です。
名uﾄｰ大成建設株式会社
ＴＡＯＢ６０

ﾄｰﾀﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ～低炭素I上社会に向けて～

２０１０年１１月１日､荏原冷熱システム株式会社は､|日社名:株式会社荏原ヨニノワと合併し

「ヨコワ冷却塔｣を製品群に加え新たに始動しました。
＝色８

liil
⑮

Ｇ

'四

マヱーロ

勘

塁荏原冷熱ｼｽﾃﾑ株式会社
E日魔WＡ

http://www･ers､ebaracom

都市環境エネルギー第98号５１



環境･文化･未来の

グランドデザイナー

Ａ三菱地所設計
〒100-0005束京都千代田区丸の内3-2-3宮士ピル

TELO3-3287-5555

wwwmj-SckkeLcom

アリンクHｦｈL/戸 で

し詩坑

JＦＥＪＦＥエンジニアリングは最先端の技

術で、省エネルギー、未利用エネル

ギーを活用し、地球環境に配慮した

エンジニアリングを展開します。 ｣ＦＥエンジニアリング株式会社

＜営業品目＞

地域冷暖房熱供給導管

コージェネレーション

オンサイトエネルギー供給システム

天然ガスソリューション事業部

〒230-8611

横浜市鶴見区末広町2-1

ＴＥＬ＜045>505-7840ＦＡＸ<045>505-7713

５２都市環境エネルギー第98号
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亀竹中工務店
お問い合わせは匡韓部へお印い致しよす。

〒1350075戊京但江蜜区筋砂ＩＴ目1.1

Ｔ⑪ｌＯ３ｌ６８１０１１５１ｇＯ

〒5410053大破｢h中央区本司4TH1-13
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持続可能な街づくり

を目指して

i2留北地区札幌駅南口地区

本社東京都新宿区西新宿2-1-1新宿三井ピル

札幌支社札幌市中央区北一条西5-2-9北一条三井ビル

中部支社名古屋市中区錦1-11-11名古屋インターシティ

関西支社大阪市中央区高剛橋4-1-1大阪興銀ピル

九州支社福岡市中央区天神1-13-2福岡興銀ビル

hlIp://www・njhonsckkei,cojp

〒163-O430TELO3(5325)8300

〒O60-OOO1TELO11(241)3381

〒460-OOO3TELO52(211)3651

〒541-OO43TELO6(6201)0321

〒810-OOO1TELO92(712)0883

襲曰本設計
代表取締役社長

六鹿正治

熱･水・国境のベストパートナー

●

M1UIFUKA
ｓＱがフルモテルチエンブ

三ウラがヨステム効率を変える！

小型貫流蒸気ボイラ
SQ-EOOO･己SOD･ａＤＤＯ(ガス焚き）

。
GOODDSS1G■ＡｒＡＲＤ２Ｄ１ｐ

ＧＯＬＤ

ＡＷＡＲＤ

２ｏ１０年度

グッドデザイン金賞受賞
｢蒸気ポイラシステム」

新型SQ3000ASx3台密接Ｈ２画と新型ボイラ正オペレーションパネル

三浦工業株式会社
http://www・miuraz,coJp

東京支店／東京都港区高輪2丁目１５－３５三浦高篇ピル〒108-0074
TELO3-57g3-1031FAXO3-5793-1040

５４都市環境エネルギー第98号
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怯己で囚刷隠やｇし

●
・
●

⑰

ｇＵ１

●曰｡｡U

ﾜﾘｰﾝﾆｮｰ?｡-jOt■ごおｕ化

●０９回

●｡■・■■Ｅｂ〃Czいんび-口苣珂■、■蛍蛍｣缶■、につＬ０Ｔ
ｗ⑥弓■己の曰且■■Ｇづくりへのｎ口
●、■、ざ45

1■臼e7JL■己と◆ａｊのｂＵｎろ
ＢｋＯＴのに●ん午一のＤａＩＱｑｎし佐口U■わ
●坦丑bp-◆

鐘蓬…-…し氏…旦乙坐ロー鋲望浬HHtf･心
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Ｌ

Ｉ
函
今年度から業務委員長に就任しました山城です。
コラム いきなり業務委貝長の大役を頂き、大変身の引き締まる思い当協会において、

の中、あつというＩＭＩに１年が経とうとしております。
私は、学生時代に、エネルギーと深く関わり始めましたがここ半世紀のエネルギーにおけるテーマの変遷をみると、高度成反
})§代の大気汚染に始まり、省エネルギーの推進、ヒートアイランドそして昨今の地球温暇化問題等が挙げられてきました。共通
して貢えるのは、「そもそも人類が火を使うように芯ってから、人々の営みは環坦に負荷を与え続けており、限られたエネルギー源
で、できるだけ環現負荷を与え荘いように地域．地球レベルでエネルギーの後始末を確り行うことが問われてきた」ということ
実生活において出すゴミの昂を減らし、出たゴミは拾うというのが社会のルールである標にエネルギーにおいても、使った後

を改めて感じております。

始末のルールが求められ続けたと老えます。ただ、廃銚を典め有効利用する都市レベルでの後始末のルールづくりには、やはりし
っかりとした都市基盤整備が不可欠とも考えております。
本年は協会も大きく変貌し発展する年であり、業務委員会としても、会員企纂・学議経験者のノウハウを生かした自治体支援を
進めております。このよう芯激動の時期に本協会と深く関われることは大変光栄であり、会員の皆様の協力をいただきながら、協
会の飛躍に繋がるよう、都市基盤整倫に微力ながらお手伝いさせていただければ幸いです。都市頂境エネルギー協会業務委員長山城耕司

委員長牧野俊亮〔㈱間晒ユ」
貝加用口実〔鹿島趣股挽〕坂口.ターーーロ■,…､▲占巴３

副真次〔\１１日本窒醍
､窪「曰本現

●広報委員会

委同長赤沢修＝UFE雪こぎﾆｱﾘﾝｸﾞ松〕
日Ｉ委員長牧野俊亮〔㈱凋麺工〕
委貝カロ用口実〔鹿島趣股挽〕坂□ひろし〔大阪ガス[城'〕原惚二〔三浦工典㈱〕牧野則行〔荏原冷鶴システム'慨〕三宝口彦－－－－－－－両…祷息回ロ盤「、逢紘工簾㈱〕渡沮鳳次

〔新日本エンジニアリング城〕
〔ｻﾞIi日本空胴糊
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《しばし、主役は野の花》
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発行日◎２０１１年３月１日

発行人◎長瀬龍彦

発行所◎社団法人都市環境エネルギー協会
〒104-0031束京都中央区京橋2-5-21京橋ＮＳビル6F
TELO3-5524-ll96FAXD3-5524-I202

http:"www・dhcjp､or・jp／

編集人◎広報委員会委員長赤沢修一
製作。第一資料印刷株式会社

表紙デザイン･写真＝匝山デザイン室

⑨本誌llJjlMl1iのjMWrI1伝峨を蛾じます。


